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表紙の絵

激しい嵐の中，天使がパウロに，船に乗っている人は皆生き延びると保証している。（研究記事46の5節を参照。）
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研究記事45

キリストの命令を守るよう助ける


「行って……人々を弟子とし……私が命令した事柄全てを守るように教えなさい」。マタイ 28:19，20

89番の歌 聞いて従い，神の祝福を得る

何を学ぶか*




 1. マタイ 28章18-20節によると，イエスが弟子たちに伝えた大切なこととは何ですか。

イエスは復活後，ガリラヤで集まっていた弟子たちの前に現れました。伝えたい大切なことがあったのです。何でしょうか。イエスの言葉は，マタイ 28章18-20節に載せられています。（読む。）

 2. これからどんな点を考えますか。

2 神に仕えている私たち一人一人も，人々を弟子とするようにというイエスの言葉に従う必要があります。それで，イエスから託された務めに関連した3つの点を考えてみましょう。（1）聖書を学んでいる人に，神の求めていることだけでなく，どんなことも教える必要がありますか。（2）学んでいる人の進歩を助けるために会衆の一人一人には何ができますか。（3）不活発*になっている仲間が人々を弟子とする活動に再び参加できるよう，どのように助けることができますか。






守るように教える


 3. イエスの指示には，どんな大切な点が含まれていましたか。

3 イエスの指示ははっきりしています。私たちは，イエスが命じた事柄を人々に教えなければなりません。とはいえ，忘れてはいけない大切な点があります。イエスは，私が命令した事柄全てを教えなさいとではなく，「私が命令した事柄全てを守るように教えなさい」と言いました。この指示に従って聖書を教えるには，何を行うべきかだけでなく，それをどのように行うかも教える必要があります。どうしてそう言えるでしょうか。

 4. 命令を守るとはどういうことですか。どんな例えで説明できますか。

4 命令を「守る」とは，命令に従うということです。キリストが命令した事柄を守る，つまりそれに従うよう誰かに教えるとはどういうことか，例えで考えてみましょう。自動車教習所の教官は，交通法規を守るよう生徒を教えるためにどんなことをするでしょうか。まずは教室で，どんな法規があるかを教えます。でも，どのように守るかを教えるには，ほかにもしなければならないことがあります。路上教習の際に助手席に乗り，学んだことを実践できるように助けるのです。この例えから何が分かるでしょうか。

 5. （ア）ヨハネ 14章15節とヨハネ第一 2章3節によると，聖書を学んでいる人に，何をするよう教える必要がありますか。（イ）聖書の教えを実践するよう助けるために何ができますか。

5 聖書研究の時，私たちは神の求めていることを教えます。でも，それだけでは十分ではありません。学んだことを毎日の生活で実践するよう教える必要があります。（ヨハネ 14:15，ヨハネ第一 2:3を読む。）聖書の基本的な教えを学校や職場で，また自由な時間にどのように実践できるか，実例を示しましょう。自分の経験の中から，聖書の教えに従った結果，良くないことから守られたことや，良い判断ができたことなどを話せます。学んでいる人と一緒に祈る時には，その人を聖なる力によって導いてください，とエホバにお願いすることができます。（ヨハ 16:13）

 6. イエスの命令を守るよう教えることには，何が関係していますか。

6 イエスの命令を守るよう教えることには，何が関係していますか。学んでいる人の心に，人々を弟子としたいという気持ちが育つよう助ける必要があります。中には，伝道に参加するなんてとてもできない，と思う人もいるかもしれません。ですから，私たちは辛抱強くなければなりません。学んでいる人の理解を徐々に深め，心を動かし，行動を促すような教え方をする必要があるのです。では，良い知らせを伝えたいという気持ちを育てるには，どうしたらよいでしょうか。

 7. 良い知らせを伝えたいという気持ちを育てるために，どんなことができますか。

7 学んでいる人に次のような質問ができるかもしれません。「聖書の教えの通りにしてみて，どんな良いことがありましたか。ほかの人も聖書を学んだらいいと思いませんか。そのために，どんなことができると思いますか」。（格 3:27。マタ 9:37，38）学んでいる人に，宣教ツールボックスにあるパンフレットを見せ，親戚や友達や同僚に良さそうなものを幾つか選んでもらいましょう。それらを何部か渡してください。パンフレットを上手に紹介できるように一緒に練習しましょう。バプテスマを受けていない伝道者になったなら，一緒に伝道を行い，さらに教えることができます。（伝 4:9，10。ルカ 6:40）






会衆の一人一人にできること


 8. 学んでいる人が神と隣人への愛を育てることは，なぜ大切ですか。（「神への愛を育てるよう，学んでいる人を助けるために」も参照。）

8 イエスは「私が命令した事柄全てを守るように教えなさい」と言いました。この命令には，2つの重要なおきてが含まれています。神を愛することと隣人を愛することです。（マタ 22:37-39）学んでいる人に，この2つのおきてを守るよう教えるなら，伝道するよう助けていることになります。神と隣人への愛が大きくなっていくと，伝道したいという気持ちが強くなるからです。中には，伝道することに恐れを感じる人もいることでしょう。そういう時は，エホバの助けがあれば人への恐れを少しずつ克服できる，と話してあげましょう。（詩 18:1-3。格 29:25）この記事の囲みには，神への愛を育てるよう，学んでいる人を助けるのに役立つ点が載せられています。では，神と隣人への愛を育てる面で，学んでいる人を助けるために会衆の一人一人には何ができるでしょうか。

神への愛を育てるよう，学んでいる人を助けるために




[image: 姉妹が研究の時に動画を見せている。]

8節を参照。*





読むよう励ます





[image: 聖書を学んでいる女性が，「聖書通読計画表」を見ながら聖書を読んでいる。]



毎日数分でも聖書を読むよう，学んでいる人を励ましましょう。「聖書通読計画表」を渡してください。（jw.orgからダウンロードできます。ホーム > 聖書の教え > 聖書調査ツール）聖書の各書の紹介ビデオを見るよう勧め，公式ウェブサイトのどこに載っているかを教えましょう。

思い巡らすよう勧める



[image: 聖書を学んでいる女性が，読んだ内容を思い巡らしている。]



読んだ内容を思い巡らすよう勧めましょう。「新世界訳聖書」の最初にある，「初めて聖書を読む方へ」の質問20「聖書を読む時どんなことを心掛けるとよいですか」を見せてください。そこに挙げられている4つの質問が思い巡らすのに役立つことを説明できます。実際に聖書の一部を一緒に読み，4つの質問の答えを考えてみましょう。この方法を身に付けるなら，学んでいる人は自分で聖書の貴重な真理を見つけることができるようになります。そして，喜びを味わい，エホバをいっそう身近に感じるようになるでしょう。

祈るよう教える



[image: 聖書を学んでいる女性が祈っている。]



エホバに祈るよう教えましょう。どんなことを祈れるかも伝えてください。詩編 25編4，5節やヨハネ第一 5章14，15節などから，エホバに祈ることがとても大切であることを説明できます。聖書研究の始めと終わりには，具体的な祈りを捧げてください。学んでいる人を気遣っていることが伝わるようにしましょう。私たちの心からの祈りにエホバへの愛が表れているなら，学んでいる人も心から祈るよう動かされるでしょう。そして，そのような祈りを捧げることで，エホバとイエスに従いたいという気持ちが強くなっていくでしょう。





 9. 自動車教習では，生徒はどのようにして大切な点を学びますか。

9 自動車教習の例えをもう一度考えてみましょう。生徒は，教官を隣に乗せて運転する時，どのようにして学ぶでしょうか。教官の言葉を聞いたり，ほかのドライバーが安全に運転している様子を見たりして学びます。例えば教官は，親切なドライバーがほかの車に道を譲っている様子や，ほかのドライバーがまぶしくないようにヘッドライトを下向きにしている様子に，生徒の注意を向けるかもしれません。生徒はこうした実例を通して，自分が運転する時に役立つ大切な点を学ぶことができます。

10. 学んでいる人が進歩する上で，何が助けになりますか。

10 同じように，聖書を学んでいる人も命の道を走り始めると，教えてくれている人からだけでなく，エホバに仕えているほかの人たちの良い手本からも学んでいきます。学んでいる人が進歩する上で，何が大きな助けになりますか。エホバの証人の集会に出席することです。どうしてそう言えますか。集会では，聖書から教えられるので，知識を深め，信仰を強め，神への愛を育てることができます。（使徒 15:30-32）また，教えている人は学んでいる人に，その人と同じような状況にいる兄弟姉妹を紹介することができます。学んでいる人は，兄弟姉妹がどのように愛を示しているかを実際に見ることができるでしょう。

11. 学んでいる人は，集会でどんなことに気付くかもしれませんか。そこからどんな励みを受けますか。

11 次のような場面を考えてみてください。一人で子供を育てながら聖書を学んでいる女性は，ある姉妹が自分と似た状況にあることを知ります。その姉妹が一生懸命に努力して幼い子供たちを連れて集会に来ているのを見て，心を動かされます。たばこをやめるのに苦労している男性は，同じように苦労したもののやめられた兄弟と知り合います。兄弟は，エホバへの愛が強くなるにつれて，エホバが命じていることに従いたいという気持ちも強くなった，と話します。（コリ二 7:1。フィリ 4:13）男性は，その兄弟から「大丈夫ですよ，やめられます」と励まされ，頑張ろうという気持ちになります。若い女性は，同世代の姉妹がエホバの証人として生き生きしていることに気付きます。そして，どうしていつもあんなふうに幸せそうなのか，もっと知りたいと思います。

12. 会衆の一人一人は，学んでいる人の進歩を助けることができます。なぜそう言えますか。

12 学んでいる人は，さまざまな兄弟姉妹と知り合うことによって，その手本から，キリストの命令に従って神と隣人を愛するとはどういうことかを理解するようになります。（ヨハ 13:35。テモ一 4:12）また，すでに考えたように，自分と同じような問題と闘っている兄弟姉妹から，自分もきっと変われるという励みを得ることもできます。（申 30:11）会衆の一人一人はいろいろな方法で，学んでいる人の進歩を助けることができるのです。（マタ 5:16）学んでいる人が集会に来ているなら，その人のためにあなたには何ができますか。






不活発な人を助ける


13-14. イエスは，弱くなっていた使徒たちをどのように助けましたか。

13 私たちは，不活発な兄弟姉妹が人々を弟子とする活動に再び参加するよう助けたいと思っています。その活動はイエスから託された務めだからです。イエスは，弱くなっていた使徒たちをどのように助けたでしょうか。私たちはどのようにイエスに倣えますか。

14 イエスが間もなく殺されようとしていた時，使徒たちは「皆イエスを見捨てて逃げて」いきました。（マル 14:50。ヨハ 16:32）一時的に弱くなっていた使徒たちを，イエスはどのように助けたでしょうか。復活してすぐ，弟子である女性たちに，「恐れることはありません！ 行って，私の兄弟たちに[私が生き返ったことを]報告しなさい」と言いました。（マタ 28:10前半）イエスは使徒たちを見限ったりしませんでした。自分を見捨てた使徒たちのことを「私の兄弟たち」と呼びました。イエスはエホバのように，憐れみを示し，使徒たちを許したのです。（王二 13:23）

15. 今は伝道に参加していない人たちのことを，私たちが気遣っているのはどうしてですか。

15 私たちも，今は伝道に参加していない人たちのことを深く気遣っています。その人たちは，今も私たちの愛する兄弟たち，姉妹たちです。エホバへの愛に動かされて何年も，あるいは何十年も熱心に頑張っていました。（ヘブ 6:10）私たちは，また一緒に奉仕したい，と心から願っています。（ルカ 15:4-7）では，どうすればイエスのような気遣いを示せるでしょうか。

16. どうすれば不活発な兄弟姉妹への気遣いを示せますか。

16 集会に誘う。イエスは，弱くなっていた使徒たちを力づけるため，集会に招きました。（マタ 28:10後半。コリ一 15:6）私たちも同じようにすることができます。不活発な人が集会に来ていないのであれば，ぜひ出席するように誘いましょう。実際に来てくれるまでには，何度も誘う必要があるかもしれません。イエスは，自分の招きに応えて弟子たちが集まっているのを見て，うれしく思ったに違いありません。（マタ 28:16。ルカ 15:6と比較。）

17. 不活発な兄弟姉妹が集会に来たら，私たちには何ができますか。

17 心から歓迎する。イエスは，弟子たちが歓迎されていると感じられるように，自分から近づいて話し掛けました。（マタ 28:18）不活発な人が集会に来たら，私たちには何ができますか。自分の方から近づいて心から歓迎できます。何と声を掛けたらよいだろうと思うかもしれませんが，会えて本当にうれしいという気持ちを素直に伝えるなら，相手に気まずい思いをさせることはないでしょう。

18. 不活発な兄弟姉妹の不安を和らげるために何ができますか。

18 不安を和らげる。イエスの弟子たちは，世界中で伝道することなどとてもできないと思ったかもしれません。でもイエスは，「私は……いつの日もあなたたちと共にいる」と言って，弟子たちを安心させました。（マタ 28:20）どうなりましたか。すぐに弟子たちは，「良い知らせを広め」て教える活動に打ち込むようになりました。（使徒 5:42）不活発な兄弟姉妹も不安に立ち向かう必要があります。再び伝道に出掛けることに恐れを感じているかもしれません。1人だけで伝道する必要はない，と伝えることができます。その人が伝道に出始めたら，一緒に奉仕を行えます。その人が再び良い知らせを伝える時に，こうした助けを差し伸べるなら，喜んでもらえるでしょう。不活発な人たちも私たちの兄弟姉妹なのですから，私たちがその人たちを助けるなら，会衆全体に大きな喜びがもたらされるでしょう。






託された務めをやり遂げる


19. 私たちはどんなことを決意していますか。なぜですか。

19 人々を弟子とする活動はいつまで続くのでしょうか。この体制が終わる時までです。（マタ 28:20。用語集「体制の終結」を参照。）イエスから託されたこの務めをやり遂げることはできるでしょうか。私たちは，やり遂げることを決意しています。「永遠の命を得るための正しい態度を持つ人」を探すために，自分の時間や体力や資産を喜んで用います。（使徒 13:48）そうするなら，イエスの手本に倣っていることになります。イエスはこう言いました。「私の食べ物とは，私を遣わした方の望むことを行い，与えられた仕事を成し遂げることです」。（ヨハ 4:34; 17:4）私たちも，同じようにしたいと心から願っています。託された務めをやり遂げたいと思っているのです。（ヨハ 20:21）そして，不活発な兄弟姉妹も共に，皆でこの活動を最後まで行いたいと思っています。（マタ 24:13）

20. フィリピ 4章13節によると，私たちがイエスから託された務めをやり遂げることができる，と言えるのはなぜですか。

20 確かに，イエスから託されたこの大きな務めをやり遂げるのは簡単なことではありません。しかし，私たちは自分たちだけでこの務めを果たすわけではありません。イエスは，共にいると約束してくれました。私たちは人々を弟子とする活動を，「神と共に働く者」として，「キリストと共に」行います。（コリ一 3:9。コリ二 2:17）ですから，必ずやり遂げることができます。この務めを行い，ほかの人もこの務めに加わるよう助けることができるのは，何と素晴らしいことでしょう！（フィリピ 4:13を読む。）







どのように答えますか


	  イエスの命令を守るよう，学んでいる人を助けるために，何ができますか。



	  学んでいる人が集会に来ているなら，どのように励ますことができますか。



	  不活発な兄弟姉妹が再び伝道に参加できるよう，どのように助けることができますか。









79番の歌 しっかりと立つよう教える

^ 5節 イエスは自分に従う人たちに，人々を弟子とし，自分が命令した事柄全てを守るように教えなさい，と言いました。この記事では，どうすればイエスの指示に従えるかを考えます。この記事には，「ものみの塔」2004年7月1日号14-19ページに載せられた情報が含まれています。


^ 2節 語句の説明: 不活発な伝道者とは，6カ月以上野外奉仕報告を提出していない人のことです。不活発であっても兄弟姉妹であることに変わりはなく，私たちはその人たちのことを大切に思っています。




^ 67節 写真や挿絵: 女性に聖書を教えている姉妹が，神への愛を育てるためにできることを説明している。女性が，教えてもらった3つのアドバイスを実践している。






^ （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ （マタ 28:18-20） イエスは近づいて，こう話した。「私には天と地における全ての権威が与えられています。 19 それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 1節 （マタ 28:18-20） イエスは近づいて，こう話した。「私には天と地における全ての権威が与えられています。 19 それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ （ヨハ 14:15） あなたたちは，私を愛しているなら，私のおきてを守ります。



^ （ヨハ一 2:3） 私たちがその方*のおきてを守り続けるなら，その方をよく知るようになったといえます。

もしかすると，「神」。


^ 5節 （ヨハ 14:15） あなたたちは，私を愛しているなら，私のおきてを守ります。



^ 5節 （ヨハ一 2:3） 私たちがその方*のおきてを守り続けるなら，その方をよく知るようになったといえます。

もしかすると，「神」。


^ 5節 （ヨハ 16:13） しかし，その者，すなわち真理を伝える聖なる力が来ると，真理を十分に理解できるように導いてくれます。その者は自分の考えで話すのではなく，聞いたことを話し，将来のことを告げます。



^ 7節 （格 3:27） あなた*に助ける力があるときに， 善を行うべき相手*にそうせずにいてはならない。

または，「あなたの手」。
または，「受けるべき人」。


^ 7節 （マタ 9:37， 38） そこで弟子たちに言った。「収穫は多いですが，働き手は少ないのです。 38 それで，収穫のために人を遣わしてくださるよう，収穫の主人にお願いしなさい」。



^ 7節 （伝 4:9， 10） 1人よりも2人がよい。2人で働くことで十分な報酬*が得られるからだ。 10 もし1人が倒れても，もう1人が起こしてあげられる。しかし，倒れた時に起こしてくれる者がいない人の場合は，どうなるのだろう。

または，「より多くの利益」。


^ 7節 （ルカ 6:40） 生徒*は先生より上ではありませんが，十分に教えられた人は皆，その先生のようになります。

または，「弟子」。


^ 8節 （マタ 22:37-39） イエスは言った。「『あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 38 これが最も重要な第一のおきてです。 39 第二も同様で，こうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。



^ 8節 （詩 18:1-3） 私の力，エホバ，私はあなたに愛情を抱いています。  2 エホバは私の大岩，私のとりで，私を助け出す方。 私の神は私の岩。私が身を寄せる方。 私の盾，救いの角*，安全な避難所*。  3 私は賛美されるべき方エホバに呼び掛け， 敵から救われる。

または，「強力な救い主」。用語集参照。
または，「高台」。


^ 8節 （格 29:25） 人への恐れはわなとなる。 エホバに頼る人は保護される。



^ （詩 25:4， 5） エホバ，あなたの道を知らせてください。 その道をどう歩むべきかを教えてください。  5 あなたの真理に従って歩ませ，教えてください。 あなたは私の救いの神。 一日中，希望を抱いてあなたを待ちます。



^ （ヨハ一 5:14， 15） 私たちは神について次の確信を持っています*。神は，私たちが神の意志に沿って願い求めることは何でも聞いてくださるのです。 15 また私たちは，願い求めることを神が聞いてくださることを知っているので，神に願い求めたならそのことはかなえられる，と確信しています。

または，「私たちは気後れせずに神に語り掛けることができます」。


^ 10節 （使徒 15:30-32） こうして，この人たちは送り出されてアンティオキアに下り，皆を集めて手紙を渡した。 31 人々はそれを読んで，励ましの言葉を喜んだ。 32 ユダとシラスは，預言者でもあったので，何度も話をして兄弟たちを励まし，力づけた。



^ 11節 （コリ二 7:1） それで，愛する皆さん，私たちにはこのような約束があるのですから，体と精神のあらゆる汚れを除き去って自分を清め，神への畏れを抱いて神聖さを完成させていきましょう。



^ 11節 （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。


^ 12節 （ヨハ 13:35） あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。



^ 12節 （テモ一 4:12） あなたが若いからといって，誰にも見下されないようにしなさい。かえって，言葉や振る舞い，また愛，信仰，清さ*の点で，忠実な人たちの手本となってください。

または，「貞潔さ」。


^ 12節 （申 30:11） 私が今日命じるこのおきては，あなたにとって難し過ぎるものでも，遠くにあるものでもありません。



^ 12節 （マタ 5:16） 同じように，あなたたちの光を人々の前に輝かせなさい。そうすれば，人々はあなたたちの立派な行動を見て，天にいる父をたたえるでしょう。



^ 14節 （マル 14:50） 弟子たちは皆イエスを見捨てて逃げていった。



^ 14節 （ヨハ 16:32） あなたたちが散らされてそれぞれ自分の家に帰り，私を独りにする時が来ます。いえ，もう来ています。とはいえ，私は独りではありません。父が一緒にいてくださるからです。



^ 14節 （マタ 28:10） その時，イエスは言った。「恐れることはありません！ 行って，私の兄弟たちに報告しなさい。そうすれば彼らはガリラヤに行き，そこで私に会えます」。



^ 14節 （王二 13:23） けれども，エホバはアブラハム，イサク，ヤコブとの契約のゆえに，彼らに情けを掛け，憐れんで，気遣いを示した。彼らを滅びに至らせることを望まず，今まで捨て去ることはなかった。



^ 15節 （ヘブ 6:10） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。



^ 15節 （ルカ 15:4-7） 「ある男性が100匹の羊を持っていて1匹がいなくなったとき，その男性は99匹を荒野に残して，迷い出た羊を見つけるまで捜すのではないでしょうか。 5 そして見つけると，その羊を肩に載せて喜びます。 6 家に着くと，友人や隣人を呼び集めて言います。『一緒に喜んでください。迷い出ていた羊が見つかりました』。 7 あなた方に言いますが，同じように，悔い改める1人の罪人については，悔い改める必要のない99人の正しい人についてよりも，大きな喜びが天にあるのです。



^ 16節 （マタ 28:10） その時，イエスは言った。「恐れることはありません！ 行って，私の兄弟たちに報告しなさい。そうすれば彼らはガリラヤに行き，そこで私に会えます」。



^ 16節 （コリ一 15:6） その後，キリストは一度に500人以上の兄弟の前に現れました。その中には死の眠りに就いた人がいるものの，ほとんどは今も生きています。



^ 16節 （マタ 28:16） ところで，11人の弟子はガリラヤに向かい，イエスが会うために指定していた山に行った。



^ 16節 （ルカ 15:6） 家に着くと，友人や隣人を呼び集めて言います。『一緒に喜んでください。迷い出ていた羊が見つかりました』。



^ 17節 （マタ 28:18） イエスは近づいて，こう話した。「私には天と地における全ての権威が与えられています。



^ 18節 （マタ 28:20） 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 18節 （使徒 5:42） そして毎日，神殿で，また家から家へと行って教え，キリストであるイエスについての良い知らせを広め続けて，やめなかった。



^ 19節 （マタ 28:20） 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 19節 （使徒 13:48） 異国の人々はこれを聞いて喜び，エホバ*の言葉を賛美するようになった。そして，永遠の命を得るための正しい態度を持つ人は皆，信者となった。

付録A5参照。


^ 19節 （ヨハ 4:34） イエスは言った。「私の食べ物とは，私を遣わした方の望むことを行い，与えられた仕事を成し遂げることです。



^ 19節 （ヨハ 17:4） 私は，あなたから委ねられたことを成し遂げて，地上であなたをたたえました。



^ 19節 （ヨハ 20:21） イエスは再び言った。「あなたたちに平和がありますように。天の父が私を遣わしたように，私もあなたたちを遣わします」。



^ 19節 （マタ 24:13） しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。



^ （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。


^ 20節 （コリ一 3:9） 私たちは神と共に働く者だからです。皆さんは，神が耕している畑，神の建物です。



^ 20節 （コリ二 2:17） 私たちです。私たちは，多くの人がしているように神の言葉を売り歩いたりせず，神から遣わされた者として，神の前でキリストと共に，ひたすら誠実に語っているからです。



^ 20節 （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。








[image: オネシムとジェラルディンが店員に伝道している。]

オネシムとジェラルディン






故国に戻って豊かな祝福を味わう





発展途上国から欧米に移住した多くの兄弟姉妹が，故国に戻っています。エホバと隣人への愛に動かされて，伝道者の必要が大きな地域に移動しているのです。（マタ 22:37-39）どんな犠牲を払い，どんな祝福を味わっているでしょうか。アフリカ中西部のカメルーンの例を見てみましょう。






「“釣り”をするのに一番いい場所」


オネシムという兄弟は1998年にカメルーンを離れ，14年ほど海外に住んでいました。ある日，クリスチャンの集会で伝道活動に関する例えを聞きました。話し手はこう言いました。「仲の良い2人が違う場所で釣りをしていて，1人がもう1人よりたくさん魚を釣っていたとします。あまり釣れていない方の人は，たくさん釣れている人の所に移動するのではないでしょうか」。

その例えを聞いたオネシムは，カメルーンの豊かな“漁場”に戻って地元の伝道者たちを助けることについて考えるようになりました。しかし，心配な点もありました。長年海外で暮らしていたので，故国での生活になじめるでしょうか。それを確かめるために，オネシムはカメルーンに半年間滞在してみました。そして，2012年に故国に戻りました。

オネシムはこう言います。「暑い気候と生活環境に順応しなければなりませんでした。王国会館で硬いベンチに座ることにも再び慣れる必要がありました」。そして笑顔でこう続けました。「でも，集会の内容に集中するにつれて，快適だった布張りの椅子の思い出がどんどん薄れていきました」。

2013年にオネシムはジェラルディンと結婚しました。ジェラルディンはフランスで9年間暮らした後にカメルーンに戻っていました。生活の中でクリスチャンの活動を第一にした結果，この夫婦はどんな祝福を味わったでしょうか。オネシムはこう話します。「私たちは夫婦で王国福音伝道者のための学校に行き，ベテルで奉仕するようになりました。過去1年間に会衆で20人がバプテスマを受けました。“釣り”をするのに一番いい場所にいると感じています」。（マル 1:17，18）ジェラルディンも，「想像をはるかに超える祝福を味わっています」と言っています。






人を教えて育てる喜び




[image: ジュディスとサムカステルがビーチで男性に伝道している。]

ジュディスとサムカステル





ジュディスは米国に移住しましたが，もっと多く伝道したいと思っていました。こう言います。「帰省するたびに，カメルーンを去る時には悲しくて泣きました。聖書レッスンを始めた人たちと別れなければならなかったからです」。しかし，ジュディスはカメルーンに戻ることをためらっていました。給料のいい仕事をしていたので，カメルーンにいる父親にかかる医療費を賄うことができたからです。それでもエホバに頼り，戻ることにしました。外国での便利な生活を恋しく思うこともありましたが，ジュディスは順応できるようにエホバに助けを祈り求め，巡回監督とその妻の励ましによって力づけられました。

ジュディスは当時を振り返って，「3年のうちに4人を教えてクリスチャンへと育てる喜びを味わいました」と言います。その後，特別開拓者として奉仕するようになりました。今では夫のサムカステルと共に巡回奉仕を行っています。ジュディスの父親はどうなったのでしょうか。家族は，父親の手術費を負担してくれる外国の病院を見つけることができました。うれしいことに，手術は成功しました。






エホバの支えを実感する




[image: ビクトルとカロリーヌが公園で男性に伝道している。]

カロリーヌとビクトル





ビクトルという兄弟は移住先のカナダで暮らしていました。高等教育に関する「ものみの塔」誌の記事を読んで，自分が受けている教育について考えるようになりました。そして大学をやめ，専門学校に行くことにしました。「おかげで早く仕事に就くことができ，ずっとやりたかった開拓奉仕を始めることができました」と言います。後にビクトルはカロリーヌと結婚し，夫婦でカメルーンを訪れました。支部を見学した際に，カメルーンで奉仕することを励まされました。ビクトルはこう話します。「断る理由は何もなく，簡素な生活をしていたので，勧めに応じることができました」。カロリーヌは健康面でいくらか不安がありましたが，2人はカメルーンに行くことにしました。

ビクトルとカロリーヌは正規開拓者として奉仕し，関心を示す大勢の人を教えるようになりました。しばらくの間は，ためていたお金で生活できました。その後カナダで数カ月働き，カメルーンに戻って開拓奉仕を続けました。どんな祝福を味わったでしょうか。王国福音伝道者のための学校に行き，特別開拓者になり，今では建設サーバントとして奉仕しています。ビクトルは，「快適な生活を後にしたら，エホバの支えをより強く実感できました」と言います。






エホバに献身するよう人々を助ける喜び




[image: ステファニーとアランが文書カートの横に立ち，女性に伝道している。]

ステファニーとアラン





2002年に，ドイツで大学に通っていたアランは，「若い皆さん ― どのような人生を送りますか」というパンフレットを読みました。その内容に励まされて，新たな目標を持つようになりました。2006年に宣教訓練学校に行き，故国のカメルーンで奉仕する割り当てを受けました。

アランはカメルーンでパートタイムの仕事を見つけました。その後もっと給料のいい仕事を見つけますが，宣教に費やす時間が減ってしまうことを心配していました。それで，特別開拓者として奉仕することを勧められた時，ためらうことなく応じました。雇用主から給料を上げると言われましたが，考えを変えませんでした。後に，長年フランスに住んでいたステファニーと結婚します。ステファニーはカメルーンに移動してどんな困難に直面したでしょうか。

ステファニーはこう言います。「幾つかの軽い病気やアレルギーにかかりましたが，定期的な治療を受けて体調が落ち着きました」。2人の忍耐は報われました。アランはこう話します。「カテという辺ぴな村に行って伝道した時，数人が聖書を勉強したいと言いました。その人たちと電話で聖書レッスンをするようになりました。2人がバプテスマを受け，伝道者のグループができました」。ステファニーもこう話します。「エホバに献身するよう人々を助けることは最高の喜びです。ここでの奉仕により，その喜びを何度も味わってきました」。現在アランとステファニーは巡回奉仕をしています。

故国で奉仕するメリット


「地元の文化や人々の考え方をすでに知っています。外国人のように不審がられることはなく，コミュニケーションを取りやすいです」。アラン



「比較的自由に動き回れるので，外国人には行きにくい場所にも行けます」。ステファニー












「まさにやるべきことを行った」




[image: レオンスとジゼルが橋の上で女性に伝道している。]

レオンスとジゼル





ジゼルはイタリアで医学校に通っていた時にバプテスマを受けました。聖書を教えてくれた開拓者の夫婦の簡素な生活に感銘を受け，もっとたくさん宣教を行いたいと思いました。それで，卒業を待たずに正規開拓奉仕を始めました。

ジゼルはカメルーンに戻ってもっとエホバに奉仕したいと思っていましたが，気になることがありました。こう言います。「イタリアでの居住権を失うことになりますし，イタリアに住む家族や友人と離れ離れになってしまいます」。それでも，2016年5月に，ジゼルはカメルーンに戻りました。しばらくしてレオンスと結婚し，カメルーン支部から夫婦でアヨスに移動するよう提案されました。アヨスは多くの伝道者が必要とされている町です。

アヨスでの生活はどうだったでしょうか。ジゼルはこう話します。「何週間も停電になって，携帯電話を充電できないことがよくありました。それで，しょっちゅう電話が使えませんでした。料理は薪を燃やして行い，水は手押し車を使ってくみに行きました。泉が比較的すいている夜に，懐中電灯を持って行くんです」。2人にとって何が助けになったでしょうか。「エホバの聖なる力，協力的な配偶者，家族や友人からの励ましや時々の金銭的な援助のおかげで，何とかやっていけました」と，ジゼルは言います。

ジゼルは故国に戻って良かったと思っているでしょうか。「はい！ 100％そう思います」と語っています。「最初は苦労したりがっかりしたりしましたが，そうしたものを乗り越えると，私も夫もまさにやるべきことを行ったと思えるようになりました。エホバに頼って，エホバをいっそう身近に感じています」。レオンスとジゼルは王国福音伝道者のための学校に行き，今は一時的な特別開拓者として奉仕しています。

故国に戻る人たちは，大漁を目指してさまざまな状況に立ち向かう漁師のようです。王国の良い知らせを聞く誠実な人たちを助けるために，進んで犠牲を払います。エホバは，ご自分の名前を愛していることを示してきた勤勉な伝道者たちのことを覚えていて，恵みを与えます。（ネヘ 5:19。ヘブ 6:10）もしあなたが外国で生活していて，故国で伝道者が必要とされているなら，戻ることができますか。故国に戻るなら，きっと豊かな祝福を味わえるでしょう。（格 10:22）







戻った人たちのコメント


あなたも故国に戻ることを考えていますか。この記事に出てきた兄弟姉妹にとって，どんなことが役に立ったでしょうか。

	  決意を固める

「家族や友人が心配して，思いとどまらせようとするかもしれません。エホバに頼りましょう」。アラン





	  よく準備する

「それまでの人生で一番たくさん祈ったと思います」。ジゼル



「誰かに頼らなくても生活できるように貯金しました」。ジェラルディン



「健康診断を受けてしっかりチェックしてもらいました」。ステファニー





	  生計を立てる

「最初はためてあったお金でやりくりしていました。その後，高校で教える仕事を始め，それからせっけんを作って売るようになりました」。ジェラルディン



「収入の足しにミルクキャンディーを作って，いろいろな店で売ってもらいました」。ジゼル



「オンラインで翻訳の仕事をしました」。オネシム





	  安全に気を付ける

「近くに兄弟姉妹がいる安全な住居を選びました」。ジェラルディン



「必ず誰かと一緒に伝道しています」。ジゼル



「夜は1人で出歩きません。貴重品は持ち歩かないようにしています」。ステファニー



「外国に行っていたことを言わないようにしました。周りの人たちに合わせて，溶け込むようにしました」。ジュディス





	  喜びとやる気を保つ

「順応するように努力しました。何のために戻ってきたのかを忘れないようにし，良い面に思いを向けています」。ビクトル



「今あるもので満足することを学びました」。アラン













^ （マタ 22:37-39） イエスは言った。「『あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 38 これが最も重要な第一のおきてです。 39 第二も同様で，こうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。



^ （マル 1:17， 18） イエスは言った。「私に付いてきなさい。魚ではなく人を集める漁師にしてあげましょう」。 18 2人は直ちに網を捨てて後に従った。



^ （ネヘ 5:19） 私の神よ，私が民のためにした良いことを覚えていてください。私のことをどうか覚えていて，恵みを与えてくださいますように。



^ （ヘブ 6:10） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。



^ （格 10:22） エホバの祝福が人を富ませる。 それに痛み*は伴わない。

または，「悲しみ」，「苦しみ」。







研究記事46

勇気を出しましょう エホバが助けてくださいます


「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。ヘブライ 13:5

55番の歌 恐れてはいけない！

何を学ぶか*




 1. 自分が独りぼっちで，助けてくれる人がいないように感じる時，どんなことについて考えると良いですか。（詩 118:5-7）

あなたは，自分が独りぼっちで，助けてくれる人が誰もいないように感じたことがありますか。そのように感じている人は少なくありません。エホバに忠実に仕えている人も例外ではありません。（王一 19:14）もしそう感じることがあるなら，エホバの次の約束を思い出してください。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。この約束について考えると，私たちは心からこう言うことができます。「エホバは私を助けてくださる。私は恐れない」。（ヘブ 13:5，6）西暦61年ごろ，使徒パウロはこの言葉をユダヤに住むクリスチャンに宛てて書きました。詩編 118編5-7節にも同じような気持ちが表現されています。（読む。）

 2. この記事では，どんなことを考えますか。なぜですか。

2 この詩編を書いた人と同じように，パウロも自分の経験から，エホバが助けてくださることを知っていました。例えば，ヘブライ人のクリスチャンへの手紙を書く2年余り前，激しい嵐の中を船で旅するという危険な経験をしました。（使徒 27:4，15，20）エホバは，この旅の間も，その前も，パウロをさまざまな仕方で助けました。この記事では，そのうちの3つを考えます。エホバはパウロを助けるために，イエスや天使たち，高い地位にいる人たち，仲間の兄弟姉妹を用いました。エホバは，助けを求める私たちの祈りも聞くと約束してくださっています。パウロが経験した出来事について考えると，神の約束への確信が深まるでしょう。






イエスや天使たちを用いて


 3. パウロはどう思ったかもしれませんか。なぜですか。

3 西暦56年ごろ，パウロは危険な状況にありました。エルサレムで暴徒に襲われて神殿の外に引きずり出され，殺されそうになったのです。次の日にはサンヘドリンに連れていかれ，そこでも敵に殺されそうになりました。（使徒 21:30-32; 22:30; 23:6-10）パウロは，「こんな仕打ちにいつまで耐えられるだろうか」と思ったかもしれません。

 4. エホバはイエスを用いてパウロを助けました。どのようにですか。

4 パウロへの助け。その夜，「主イエス」がパウロのそばに立って，こう言いました。「勇気を出しなさい！ あなたは私についてエルサレムで徹底的に知らせてきました。同じようにローマでも知らせなければなりません」。（使徒 23:11）まさにぴったりのタイミングで与えられた励ましでした。イエスは，パウロがエルサレムで徹底的に伝道したことを褒め，パウロがローマに行ってそこでも伝道することになると伝えました。パウロはその保証の言葉を聞いて，父親の腕に抱かれた子供のように安心したことでしょう。



[image: ]

激しい嵐の中，天使がパウロに，船に乗っている人は皆生き延びると保証している。（5節を参照。）





 5. エホバは天使を用いてパウロを助けました。どのようにですか。（表紙の絵を参照。）

5 その後2年ほどしてパウロが経験した別の難しい状況も考えてみましょう。パウロを乗せた船はイタリアに向かう途中で激しい嵐に遭い，乗組員も乗客も死を覚悟しました。しかし，パウロは恐れませんでした。一緒に船に乗っていた人たちにこう話しました。「私が崇拝し神聖な奉仕をしている神から天使が遣わされ，昨夜，私のそばに立って，こう言いました。『パウロ，恐れることはありません。あなたはカエサルの前に立たなければなりません。神はあなたのために，船に乗っている人を皆，救ってくださいます』」。エホバは以前にイエスを通してパウロに与えた保証の言葉を，天使を用いてもう一度伝えました。そして，エホバが保証した通り，パウロはローマに到着しました。（使徒 27:20-25; 28:16）

 6. イエスのどんな約束は私たちの力となりますか。なぜですか。

6 私たちへの助け。イエスは，パウロを助けたのと同じように，私たちのことも助けてくれます。例えば，弟子たち全てにこう約束しています。「私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。（マタ 28:20）イエスの約束は本当に私たちの力となります。誰でも，つらい経験をして耐え難く思うことがあるからです。愛する人を亡くすと，その悲しみは何年も続くものです。年を取って体が衰えていくのもつらいことです。ひどく落ち込んで憂鬱な気持ちが長く続くこともあるかもしれません。それでも私たちが耐えていけるのは，イエスが「いつの日も」，人生で最悪と思える時でさえ，共にいてくれることを知っているからです。（マタ 11:28-30）



[image: 天使が，伝道を行っている夫婦を1軒の家に導いている。家の中では男性が祈っている。]

天使たちは，私たちが伝道する時に支援してくれる。（7節を参照。）





 7. 啓示 14章6節によると，エホバは私たちをどのように助けてくださいますか。

7 私たちは，エホバが天使たちを用いて助けてくださることを聖書から確信できます。（ヘブ 1:7，14）例えば，天使たちは，私たちが「王国の良い知らせ」を「あらゆる国や民族や言語」の人たちに伝える時に支援してくれます。（マタ 24:13，14。啓示 14:6を読む。）






高い地位にいる人や当局者を用いて


 8. エホバは軍司令官を用いてパウロを助けました。どのようにですか。

8 パウロへの助け。先ほど考えた通り，西暦56年にイエスは，パウロがいずれローマに行くことを保証しました。しかし，エルサレムでは，一部のユダヤ人がパウロを待ち伏せして殺そうとしていました。ローマの軍司令官クラウディウス･ルシアスは，この計画について知ると，パウロを助けるために動きます。すぐに命令を出し，大勢の兵士たちにエルサレムから100㌔ほど離れたカエサレアまでパウロを護送させます。そしてカエサレアでは，総督フェリクスが，「パウロをヘロデ宮殿内で監視しておくように」命じます。こうして，パウロの命を狙っていた人たちは，パウロに手を出すことができなくなりました。（使徒 23:12-35）

 9. 総督フェストはどのようにパウロを助けましたか。

9 2年後の西暦58年，パウロはカエサレアで拘束されたままでした。フェストがフェリクスの後を継いで総督になっていました。ユダヤ人はフェストに，パウロをエルサレムに呼んで裁判にかけてほしいと願い出ましたが，フェストはそれを拒否しました。ユダヤ人が「道の途中でパウロを待ち伏せて殺すつもり」であることに気付いていたのでしょう。（使徒 24:27–25:5）

10. パウロがカエサルに上訴した時，総督フェストはどうしましたか。

10 後日，パウロの裁判はカエサレアで行われました。フェストは「ユダヤ人に良く思われようとして」，パウロにこう尋ねました。「エルサレムに上って，そこで……私の前で裁きを受けることを望むか」。パウロは，エルサレムに行けば恐らく殺されるということも，どうすれば無事にローマに行って伝道を続けられるかも分かっていたので，こう言いました。「カエサルに上訴します！」 フェストは評議員会と話し合ってから，パウロに，「あなたはカエサルに上訴した。カエサルのもとに行くように」と言います。フェストがパウロをローマに送ることにしたので，パウロが敵に命を奪われることはありませんでした。ローマに行けば，自分の命を狙っているユダヤ人のことをもう心配する必要はありません。（使徒 25:6-12）

11. パウロはイザヤのどんな言葉を思い巡らしたかもしれませんか。

11 パウロは，イタリアへの船旅が始まるのを待つ間に，預言者イザヤの言葉を思い巡らしたことでしょう。イザヤは聖なる力に動かされ，エホバに敵対する人たちにこう警告しました。「戦略を立てるがいい。だが，失敗に終わる！ 何でも言うがいい。だが，成功することはない！ 神が私たちと共におられるからだ！」（イザ 8:10）エホバが助けてくださるという確信は，その後の試練の時にもパウロの支えとなったに違いありません。



[image: パウロと囚人が船の甲板に立っている。ローマの士官が，短剣を手にした兵士を止めている。]

昔も今も，エホバはご自分に仕える人たちを守るために，高い地位にいる人や当局者を用いることがある。（12節を参照。）





12. ユリウスはパウロをどのように扱いましたか。パウロはどう感じたかもしれませんか。

12 いよいよイタリアへの船旅が始まります。囚人だったパウロは，ローマの士官ユリウスの手に委ねられました。ユリウスはパウロを厳しく扱うことも優しく扱うこともできました。では，どうするでしょうか。次の日，シドンに上陸すると，「ユリウスはパウロを親切に扱い，友人たちの所に行[く]ことを許可し」ました。後に，パウロの命を救うことさえしました。船が難破した時，兵士たちは囚人たちが逃げないようにするために全員を殺そうとしましたが，ユリウスはそれを止めました。「パウロを助けようと思」ったのです。ユリウスが親切にしてくれた時，パウロはエホバの助けを感じたことでしょう。（使徒 27:1-3，42-44）





[image: 看守が怒った係官をとどめている。係官は，祈ろうとしている兄弟に向かって怒鳴っている。]

13節を参照。





13. エホバは，高い地位にいる人たちをどのように用いることがありますか。

13 私たちへの助け。エホバは，良いと思う時には，強力な聖なる力を使って，ご自分の望むことを高い地位にいる人たちに行わせることがあります。ソロモン王もこう書きました。「王の心はエホバの手にある水の流れのようだ。神はそれをどこへでも意のままに導く」。（格 21:1）これはどういう意味でしょうか。人は水路を作って水を望む方向に流すことができます。同じようにエホバは，聖なる力を使って，ご自分の望む方向に支配者たちの考えを導くことができます。高い地位にいる人たちは，そのように導かれると，神に仕える人たちに有利な決定をしたいと思うようになります。（エズラ 7:21，25，26と比較。）

14. 使徒 12章5節によると，誰のために祈ることができますか。

14 私たちにできること。私たちは，「王や高い地位にいる人たちについて」祈ることができます。そうした人たちは，私たちの伝道や集会などに影響を及ぼす決定をすることがあるからです。（テモ一 2:1，2。ネヘ 1:11）また，1世紀のクリスチャンがしたように，私たちも投獄されている兄弟姉妹のために熱烈に祈ります。（使徒 12:5を読む。ヘブ 13:3）そして，兄弟姉妹を担当している看守についても祈れます。そうした人たちが，投獄されている仲間たちを，ユリウスのように「人間味のある親切」をもって扱ってくれますように，とエホバに祈ることができます。（使徒 27:3，脚注）






仲間の兄弟姉妹を用いて


15-16. エホバはアリスタルコとルカを用いてパウロを助けました。どのようにですか。

15 パウロへの助け。パウロがローマに向かっていた途中，エホバは仲間の兄弟姉妹を用いてパウロを何度も助けました。どんなことがあったでしょうか。

16 パウロと強い絆で結ばれていたアリスタルコとルカは，ローマへの旅に同行することにしました。* 2人は，無事にローマに行けるとイエスから保証されてはいなかったようですが，命を懸けてパウロと共に行くことにしたのです。後に，船で嵐に遭っている時にようやく，自分たちの命が救われることを知りました。ですから，アリスタルコとルカがカエサレアで一緒に船に乗ってくれた時，パウロはこうした勇敢な仲間たちを与えてくださったことについて，エホバに心からの感謝の祈りを捧げたことでしょう。（使徒 27:1，2，20-25）

17. エホバは仲間の兄弟姉妹を用いてパウロを助けました。どのようにですか。

17 旅の間，パウロは仲間の兄弟姉妹から何度も助けられました。例えば，シドンの港に着いた時，ユリウスはパウロが「友人たちの所に行って世話を受けることを許可し」ました。後にポテオリでは，パウロの一行は「兄弟たちに出会い，頼まれて7日間一緒に過ごし」ました。それらの土地の兄弟たちはパウロたちの世話をし，パウロは励みとなる経験を話して喜びを分かち合ったに違いありません。（使徒 15:2，3と比較。）こうして再び力を得たパウロたちは，旅を続けることができました。（使徒 27:3; 28:13，14）



[image: 兵士と共に歩いてきた囚人のパウロを，ローマの兄弟姉妹が温かく出迎えている。]

パウロの時のように，エホバは仲間の兄弟姉妹を用いて私たちを助けてくださる。（18節を参照。）





18. パウロが神に感謝し，勇気づけられたのは，なぜですか。

18 パウロはローマに向かって歩きながら，3年前にそこにある会衆に宛てて，「私は皆さんの所に行きたいと何年も願ってきました」と書いたことを思い起こしていたことでしょう。（ロマ 15:23）しかしその時は，囚人として行くことになるとは思ってもいませんでした。それで，ローマの兄弟たちがはるばる出迎えに来てくれたのを見て，本当にうれしかったことでしょう。「パウロは兄弟たちを見ると，神に感謝し，勇気づけられた」とあります。（使徒 28:15）パウロが兄弟たちを見て神に感謝したのはなぜでしょうか。エホバがまた仲間の兄弟姉妹を用いて助けてくれている，と実感したからです。





[image: 入院中の夫を見舞いに来てくれた夫婦を見て，姉妹が喜んでいる。夫婦は，食べ物を差し入れている。]

19節を参照。





19. ペテロ第一 4章10節からすると，エホバは，助けを必要としている人のために私たちをどのように用いることがありますか。

19 私たちにできること。会衆には，病気だったり愛する人を亡くしたりしてつらい思いをしている兄弟姉妹がいますか。誰かが助けを必要としていることを知ったなら，その人のためになることを言ったり行ったりできるよう助けてください，とエホバに祈ることができます。私たちの親切な言葉や行動は，兄弟姉妹にとってぴったりの励ましとなるかもしれません。（ペテロ第一 4:10を読む。）* そうした兄弟姉妹は，「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」というエホバの約束が自分にも当てはまることを改めて実感するでしょう。そのように助けになれたらいいと思いませんか。

20. 「エホバは私を助けてくださる」と確信を持って言えるのは，なぜですか。

20 パウロたちと同じように，私たちも生きていく中で嵐のような問題にぶつかることがあります。とはいえ，エホバが共にいてくださるので勇気を出すことができます。エホバは，イエスや天使たちを用いて私たちを助けてくださいます。また，良いと思う時には，高い地位にいる人や当局者を用いることもあります。そして，私たちの多くが経験しているように，エホバはご自分に仕える人たちに聖なる力を与え，仲間の兄弟姉妹を助けるよう動かすことがあります。ですから，私たちもパウロのように確信を持ってこう言うことができます。「エホバは私を助けてくださる。私は恐れない。人が私に何を行えるだろう」。（ヘブ 13:6）







どのように答えますか


	  イエスや天使たちは，私たちをどのように助けてくれますか。



	  「高い地位にいる人たち」について，どんなことを祈れますか。



	  助けを必要としている仲間のために何ができますか。









38番の歌 神はあなたを強い人にしてくださる

^ 5節 エホバは使徒パウロが難しい状況の中でも頑張れるようさまざまな仕方で助けました。この記事では，そのうちの3つを考えます。エホバがこれまでどのようにして助けてきたかを考えると，私たちが嵐のような問題を経験するとしてもエホバが必ず助けてくださるという確信が深まるでしょう。


^ 16節 アリスタルコとルカは，以前にもパウロに同行したことがありました。頼りになるこの2人は，ローマで投獄されていたパウロのもとを離れませんでした。（使徒 16:10-12; 20:4。コロ 4:10，14）


^ 19節 「ものみの塔」2009年1月15日号13-14ページ5-9節を参照。






^ （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。



^ （詩 118:5-7） 苦難の時に私はヤハ*に呼び掛けた。 ヤハは答え，私を安全な*場所に連れていってくださった。  6 エホバは私の側にいてくださる。私は恐れない。 人が私に何を行えるだろう。  7 エホバは私の側にいて助けて*くださる。 私は，私を憎む人たちの敗北を見る。

エホバの短縮形。
または，「広い」。
もしかすると，「私を助ける人たちと共にいて」。


^ 1節 （王一 19:14） エリヤは言った。「私は，大軍を率いる神エホバにひたすら熱心に仕えてきました。イスラエルの民があなたの契約を捨て，あなたの祭壇を壊し，あなたの預言者たちを剣で殺したため，私だけが残りました。今，彼らは私の命を狙っています」。



^ 1節 （ヘブ 13:5， 6） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。 6 それで，私たちは勇気を持ってこう言えます。「エホバ*は私を助けてくださる。私は恐れない。人が私に何を行えるだろう」。

付録A5参照。


^ 1節 （詩 118:5-7） 苦難の時に私はヤハ*に呼び掛けた。 ヤハは答え，私を安全な*場所に連れていってくださった。  6 エホバは私の側にいてくださる。私は恐れない。 人が私に何を行えるだろう。  7 エホバは私の側にいて助けて*くださる。 私は，私を憎む人たちの敗北を見る。

エホバの短縮形。
または，「広い」。
もしかすると，「私を助ける人たちと共にいて」。


^ 2節 （使徒 27:4） 次いで，私たちはそこから船に乗ったが，向かい風だったので，キプロス島を風よけにしながら進んだ。



^ 2節 （使徒 27:15） 船はひどくあおられて船首を風に向けておけなくなり，私たちはそのまま流されるに任せた。



^ 2節 （使徒 27:20） 何日もの間，太陽も星も現れず，激しい嵐が吹き荒れていたので，助かる見込みはなくなろうとしていた。



^ 3節 （使徒 21:30-32） 都全体が騒動になり，人々は駆け寄ってきてパウロを捕まえ，神殿の外に引きずり出した。それからすぐに戸が閉じられた。 31 パウロが殺されそうになっている間に，部隊の司令官の所に，エルサレム中が混乱しているとの知らせが届いた。 32 それで軍司令官はすぐに兵士と士官たちを連れて人々の所へと駆け降りた。人々は軍司令官と兵士たちが見えると，パウロを打ちたたくのをやめた。



^ 3節 （使徒 22:30） 次の日，軍司令官は，パウロがユダヤ人たちから訴えられているのはいったいなぜなのか，確かなことを知りたかったので，彼を解放し，祭司長たちとサンヘドリン全体に集合を命じた。そしてパウロを連れていって，彼らの前に立たせた。



^ 3節 （使徒 23:6-10） パウロは，サンヘドリンの一部がサドカイ派でほかがパリサイ派であることに気付いて，こう叫んだ。「皆さん，兄弟たち，私はパリサイ派で，パリサイ派の人の子です。死者の復活の希望に関して裁かれているのです」。 7 この言葉で，パリサイ派とサドカイ派の間に論争が起き，人々は2つに分かれた。 8 サドカイ派は，復活も天使も目に見えない創造物もないと言うのに対し，パリサイ派は，それら全てを受け入れて*いるからである。 9 そのため大きな騒動になり，パリサイ派の律法学者たちが立ち上がって激しく主張し始め，「この人には全く悪いところはない。目に見えない創造物や天使が彼に話したのであれば，―」と言った。 10 論争が激しくなった時，軍司令官はパウロが殺されてしまうことを恐れ，兵士たちに，下りていってパウロを彼らから引き離し，兵営に連れていくよう命令した。

または，「広めて」。


^ 4節 （使徒 23:11） しかしその夜，主イエスがパウロのそばに立って，言った。「勇気を出しなさい！ あなたは私についてエルサレムで徹底的に知らせてきました。同じようにローマでも知らせなければなりません」。



^ 5節 （使徒 27:20-25） 何日もの間，太陽も星も現れず，激しい嵐が吹き荒れていたので，助かる見込みはなくなろうとしていた。 21 皆はずっと何も食べずにいた。パウロは皆の真ん中に立って，こう言った。「皆さん，私の意見に従ってクレタ島から船出しないでいれば，こうして危険な目に遭って損失を被ることはなかったでしょう。 22 でも今，勇気を出してください。誰も命を失いません。失われるのは船だけです。 23 私が崇拝し神聖な奉仕をしている神から天使が遣わされ，昨夜，私のそばに立って， 24 こう言いました。『パウロ，恐れることはありません。あなたはカエサルの前に立たなければなりません。神はあなたのために，船に乗っている人を皆，救ってくださいます』。 25 それで皆さん，勇気を出してください。神がその通りにしてくださる，と私は信じています。



^ 5節 （使徒 28:16） 私たちがついにローマに入った時，パウロは兵士の監視の下に1人で暮らすことを許可された。



^ 6節 （マタ 28:20） 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 6節 （マタ 11:28-30） 疲れていて*，荷を負い切れない人は皆，私の所に来てください。そうすれば，爽やかにしてあげましょう。 29 私と共に働いて，私から学んで*ください。私は温和で，謙遜だからです。あなたたちは爽やかさを感じるでしょう。 30 私と共に働くことは心地よく*，私が負わせる荷は軽いのです」。

もしかすると，「労苦し」，「悪戦苦闘し」。
または，「私の弟子（私から学ぶ人）になって」。
または，「私のくびき（てんびん棒）は負いやすく」。


^ （啓 14:6） また私は，別の天使が空高く*飛んでいるのを見た。その天使は，地上に住む人々，すなわち，あらゆる国や民族や言語や種族の人々に伝える，永遠の良い知らせを携えていた。

直訳，「中天を」。


^ 7節 （ヘブ 1:7） 天使たちについてはこう言います。「神はご自分の天使たちを風とし*，ご自分の奉仕者*たちを炎とする」。

または，「強くし」。
または，「公僕」。


^ 7節 （ヘブ 1:14） 天使たちは皆，聖なる*奉仕をするのであり，救いを得る人たちに仕えるために遣わされるのではありませんか。

または，「人々のための」。


^ 7節 （マタ 24:13， 14） しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。 14 そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^ 7節 （啓 14:6） また私は，別の天使が空高く*飛んでいるのを見た。その天使は，地上に住む人々，すなわち，あらゆる国や民族や言語や種族の人々に伝える，永遠の良い知らせを携えていた。

直訳，「中天を」。


^ 9節 （使徒 24:27-25:5） しかし2年が経過すると，ポルキオ･フェストがフェリクスの後を継いだ。フェリクスはユダヤ人に良く思われたかったので，パウロを拘束しておいた。 
25 フェストはユダヤ州に入って治め始めて3日後に，カエサレアからエルサレムに上った。 2 すると，祭司長とユダヤ人の主立った人たちがパウロを訴えた。そしてフェストに願い出て， 3 好意の印としてパウロをエルサレムに呼んでくれるようにと求めた。道の途中でパウロを待ち伏せて殺すつもりだったのである。 4 しかしフェストは，パウロはカエサレアに拘束しておくべきだし，自分は間もなくそこへ戻ると答えた。 5 「だから，その男に悪い点が本当にあるなら，あなた方のうちの有力な人たちが私と一緒に来て，彼を訴えなさい」とフェストは言った。



^ 10節 （使徒 25:6-12） こうして，フェストはそこで8日から10日ほどの間過ごしただけで，カエサレアに下り，次の日には裁きの座に座って，パウロを連れてくるように命令した。 7 パウロが入ってくると，エルサレムから来たユダヤ人たちは周りに立って重大な罪状をたくさん挙げたが，証明はできなかった。 8 一方，パウロはこう弁明した。「私は，ユダヤ人の律法に対しても，神殿に対しても，カエサルに対しても，何の罪も犯しておりません」。 9 フェストはユダヤ人に良く思われようとして，パウロにこう答えた。「エルサレムに上って，そこでこの件に関して私の前で裁きを受けることを望むか」。 10 しかしパウロは言った。「私はカエサルの裁きの座の前に立っており，ここで裁かれるのが当然です。ユダヤ人に悪いことは何もしていません。あなたも十分ご存じの通りです。 11 もし私が本当に悪人で，死刑に値することをしたのであれば，慈悲を求めたりはしません。しかし，私に対するこれらの人たちの訴えに何の根拠もないのであれば，好意の印として私を彼らに引き渡す権利は誰にもありません。カエサルに上訴します！」 12 そこでフェストは評議員会と話し合ってから，「あなたはカエサルに上訴した。カエサルのもとに行くように」と答えた。



^ 11節 （イザ 8:10） 戦略を立てるがいい。だが，失敗に終わる！ 何でも言うがいい。だが，成功することはない！ 神が私たちと共におられる*からだ！

ヘブライ語で「インマヌエル」。イザ 7:14; 8:8参照。


^ 12節 （使徒 27:1-3） さて，私たちが船でイタリアに向かうことが決まると，パウロとほかの囚人たちは，アウグスツスの部隊の士官であるユリウスへと引き渡された。 2 私たちは，アドラミティオンからの船に乗って出発した。アジア州沿岸の港に寄っていく船である。テサロニケのマケドニア人アリスタルコも私たちと一緒に行った。 3 次の日には，シドンに上陸した。ユリウスはパウロを親切に扱い*，友人たちの所に行って世話を受けることを許可した。

または，「に人間味のある親切を示し」。


^ 12節 （使徒 27:42-44） そこで兵士たちは，囚人たちが誰も泳いで逃げたりしないよう殺すことに決めた。 43 しかし士官はパウロを助けようと思い，兵士たちをとどめた。泳げる者には，海に飛び込んで先に陸に向かうようにと命じ， 44 残りの者には，厚い板や船の何かにつかまって後に続くようにと命じた。こうして，全員が無事に陸にたどり着いた。



^ 13節 （格 21:1） 王の心はエホバの手にある水の流れのようだ。 神はそれをどこへでも意のままに導く。



^ 13節 （エズ 7:21） 私アルタクセルクセス王は，川向こうの地域*にいる財務官全員に次の命令を出した。天の神の律法の写字生*である祭司エズラがあなたたちに求める物は全て，速やかに与えよ。

または，「ユーフラテス川の向こう側」。
または，「書記」。


^ 13節 （エズ 7:25， 26） エズラよ，神があなたに授けた知恵により，行政官や裁判官を任命し，川向こうの地域にいる全ての民，あなたの神の律法を知っている全ての者を治めさせよ。また，律法を知らない者たちを教えよ。 26 そして，あなたの神の律法および王の律法に従わない者は皆直ちに，死刑，追放，罰金，投獄のいずれかの処罰を受けることになる」。



^ （使徒 12:5） ペテロは牢屋に入れられていたが，会衆はペテロのために熱烈に神に祈っていた。



^ 14節 （テモ一 2:1， 2） 私はまず次のことを勧めます。あらゆる人について，祈願や，嘆願の祈りや，感謝の祈りを捧げることです。 2 王や高い地位にいる人たちについてもです。そうすれば，私たちは神への専心を貫き，常に誠実に，平和で穏やかな生活をしていけるでしょう。



^ 14節 （ネヘ 1:11） エホバ，私の祈りと，喜んであなたの名を畏れる人たちの祈りに，どうか耳を傾けてください。どうか今日うまくいきますように。王が分かってくれますように」。 その頃，私は王の献酌人だった。



^ 14節 （使徒 12:5） ペテロは牢屋に入れられていたが，会衆はペテロのために熱烈に神に祈っていた。



^ 14節 （ヘブ 13:3） 捕らわれている人たちのことを覚えていてください。自分たちも一緒に捕らわれているかのようにです。また，虐待されている人たちのことも覚えていてください。皆さんも同じ体を構成しているから*です。

もしかすると，「自分たちも一緒に苦しんでいるかのように」。


^ 14節 （使徒 27:3） 次の日には，シドンに上陸した。ユリウスはパウロを親切に扱い*，友人たちの所に行って世話を受けることを許可した。

または，「に人間味のある親切を示し」。


^ 16節 （使徒 27:1， 2） さて，私たちが船でイタリアに向かうことが決まると，パウロとほかの囚人たちは，アウグスツスの部隊の士官であるユリウスへと引き渡された。 2 私たちは，アドラミティオンからの船に乗って出発した。アジア州沿岸の港に寄っていく船である。テサロニケのマケドニア人アリスタルコも私たちと一緒に行った。



^ 16節 （使徒 27:20-25） 何日もの間，太陽も星も現れず，激しい嵐が吹き荒れていたので，助かる見込みはなくなろうとしていた。 21 皆はずっと何も食べずにいた。パウロは皆の真ん中に立って，こう言った。「皆さん，私の意見に従ってクレタ島から船出しないでいれば，こうして危険な目に遭って損失を被ることはなかったでしょう。 22 でも今，勇気を出してください。誰も命を失いません。失われるのは船だけです。 23 私が崇拝し神聖な奉仕をしている神から天使が遣わされ，昨夜，私のそばに立って， 24 こう言いました。『パウロ，恐れることはありません。あなたはカエサルの前に立たなければなりません。神はあなたのために，船に乗っている人を皆，救ってくださいます』。 25 それで皆さん，勇気を出してください。神がその通りにしてくださる，と私は信じています。



^ 17節 （使徒 15:2， 3） それで，パウロとバルナバと，その人たちとの間で，かなりの対立と議論が生じた。この件*で，パウロとバルナバと何人かが，エルサレムにいる使徒や長老たちのもとに上ることになった。 3 この人たちは途中まで会衆に見送られた後，進んでいってフェニキアやサマリアを通り，異国の人々が信者になったことについて詳しく話したので，兄弟たちは皆，非常に喜んだ。

または，「議論のこと」。


^ 17節 （使徒 27:3） 次の日には，シドンに上陸した。ユリウスはパウロを親切に扱い*，友人たちの所に行って世話を受けることを許可した。

または，「に人間味のある親切を示し」。


^ 17節 （使徒 28:13， 14） そこから進んでレギウムに着いた。1日たつと南風が吹き始め，2日目にポテオリに入ることができた。 14 そこで兄弟たちに出会い，頼まれて7日間一緒に過ごし，その後，ローマに向かった。



^ 18節 （ロマ 15:23） しかし，もうこの地方に手付かずの場所はありませんし，私は皆さんの所に行きたいと何年も*願ってきました。

もしかすると，「数年間」。


^ 18節 （使徒 28:15） ローマの兄弟たちは私たちについての知らせを聞いて，「アピウスの市場」と三軒宿まで出迎えに来てくれた。パウロは兄弟たちを見ると，神に感謝し，勇気づけられた。



^ （ペテ一 4:10） 神の惜しみない親切はさまざまな形で表されます。一人一人に能力*が与えられているのですから，神から親切を示された立派な管理人として，その能力を生かして仕え合ってください。

または，「贈り物」。


^ 19節 （ペテ一 4:10） 神の惜しみない親切はさまざまな形で表されます。一人一人に能力*が与えられているのですから，神から親切を示された立派な管理人として，その能力を生かして仕え合ってください。

または，「贈り物」。


^ 20節 （ヘブ 13:6） それで，私たちは勇気を持ってこう言えます。「エホバ*は私を助けてくださる。私は恐れない。人が私に何を行えるだろう」。

付録A5参照。


^ （使徒 16:10-12） パウロがその幻を見てからすぐ，私たちは，彼らに良い知らせを広めるために神が私たちを招いたのだと結論して，マケドニアへ行こうとした。 11 それで，私たちはトロアスから船に乗ってサモトラケ島に直行し，翌日ネアポリスに行き， 12 そこからフィリピに行った。植民市で，マケドニア地区の主要な町である。私たちはこの町に何日かとどまった。



^ （使徒 20:4） プロの子でベレアのソパテロ，テサロニケのアリスタルコとセクンド，デルベのガイオ，テモテ，アジア州からはテキコとトロフィモが同行した。



^ （コロ 4:10） 私と一緒に捕らわれているアリスタルコが皆さんによろしくと言っています。バルナバのいとこマルコもよろしくと言っています。（皆さんは，もしマルコがそちらに行ったら歓迎するようにとの指示を受けています。）



^ （コロ 4:14） 皆に愛されている医者ルカがよろしくと言っています。デマスもよろしくと言っています。








研究記事47

あなたは進んで自分を正しますか


「最後に，兄弟たち，これからも喜び，正され……てください」。コリント第二 13:11

54番の歌 「これが道である」

何を学ぶか*




 1. マタイ 7章13，14節によると，私たちはどんな旅をしていると言えますか。

私たちは皆，旅をしています。目的地は，愛情深いエホバが治める新しい世界です。私たちは命に至る道を歩もうと毎日努力しています。しかし，イエスが言った通り，この道は狭められていて，歩むのが難しいこともあります。（マタイ 7:13，14を読む。）私たちは完全ではないので，この道からそれてしまう傾向があります。（ガラ 6:1）

 2. この記事では，どんな点を考えますか。（「謙遜であることは自分を正すのに役立つ」も参照。）

2 命に至る狭い道を歩み続けたいと思うなら，自分の考え方や態度や行動を進んで正す必要があります。使徒パウロはコリントのクリスチャンに，これからも自分を正すよう勧めました。（コリ二 13:11）このアドバイスは私たちにも当てはまります。この記事では，次の点を考えます。聖書は，私たちが自分を正すのにどのように役立ちますか。クリスチャンとして十分に成長した仲間は，私たちが命に至る道を歩み続けられるよう，どのように助けてくれますか。どんな場合に，エホバの組織からの指示に従うのが難しく思えるかもしれませんか。謙遜であることは，エホバに仕える喜びを失わずに自分を正していく上でどのように役立ちますか。



[image: Collage: 1組の夫婦が，山に向かう狭い道を歩いている。その途中には，自分を正すための3つの方法が示されている。7，9，14節で，それぞれの方法が説明されている。]



謙遜であることは自分を正すのに役立つ


	神の言葉

私たちが正しい道からそれそうになる時，神の言葉はそのことに気付かせてくれる。謙遜であれば，神の言葉によって自分の間違った考え方を正すことができる。（7節を参照。）



	仲間のクリスチャン

クリスチャンとして十分に成長した仲間が親切に指摘してくれることもある。そういう時，仲間が勇気を持って話してくれたことに感謝するだろうか。（9節を参照。）



	神の組織

神の組織は，聖書のアドバイスを当てはめるのに役立つ，出版物やビデオや集会を用意している。統治体は，私たちの活動の仕方に調整を加えることもある。（14節を参照。）














神の言葉によって自分を正す


 3. 神の言葉はどのように役立ちますか。

3 自分の考え方や感じ方を調べるのは，簡単なことではありません。心は信用できず，正しい方向に導いてくれるとは限りません。（エレ 17:9）私たちは，心に欺かれて「間違った考え方をして」しまうことがよくあります。（ヤコ 1:22）ですから，神の言葉を使って自分自身を調べる必要があります。神の言葉は，私たちの心の奥底にある「考えや願い」を明らかにします。（ヘブ 4:12，13）レントゲン装置を使うと物の内側が見えるように，聖書を使うと私たちの内面を見ることができます。しかし，聖書の教えや，教え導く役割を与えられている兄弟たちからのアドバイスを当てはめるには，謙遜でなければなりません。

 4. サウル王が謙遜さを失ってしまったことは，どんなことから分かりますか。

4 謙遜であることの大切さについて，サウル王の例から考えてみましょう。サウルは誇りの気持ちが強くなって，自分の考え方や行動を正す必要があることを認めようとしませんでした。（詩 36:1，2。ハバ 2:4）次のようなことがありました。サウルは，アマレク人を打ち破った後どうすべきかについて，エホバから明確な指示を与えられていましたが，その通りにしませんでした。預言者サムエルにそのことを指摘されても，サウルは自分の間違いを認めませんでした。それどころか，指示に従わなかったのは大したことではないと考え，責任を部下たちに押し付けて，自分を正当化しようとしました。（サム一 15:13-24）サウルは以前にも，同じようにしたことがありました。（サム一 13:10-14）残念なことに，心が傲慢になっていたのです。サウルは考え方を正さなかったので，エホバから戒められ，退けられてしまいました。

 5. サウルのようにならないために，どんなことができますか。

5 サウルのようにならないために，次のように考えるのは良いことです。「聖書のアドバイスを読んでも，これは自分には当てはまらないと考えることが多いだろうか。従わなくても大したことではないと思うだろうか。責任をほかの人に押し付けることがあるだろうか」。1つでも心当たりがあるなら，考え方や態度を正す必要があります。そうしないと，心が傲慢になり，エホバから退けられてエホバの友でいることはできなくなってしまいます。（ヤコ 4:6）

 6. ダビデはサウルとどのように対照的でしたか。

6 サウル王と対照的だったのは，その後を継いだダビデです。ダビデは「エホバの律法」を愛する人でした。（詩 1:1-3）エホバが謙遜な人を救い，傲慢な人に敵対する，ということを知っていました。（サム二 22:28）それで，神の律法によって自分の考え方を正しました。こう書いています。「私は，助言してくださったエホバを賛美する。夜，自分の奥底の考えによって正される」。（詩 16:7）



[image: 兄弟が聖書を読んでいる。]

神の言葉

私たちが正しい道からそれそうになる時，神の言葉はそのことに気付かせてくれる。謙遜であれば，神の言葉によって自分の間違った考え方を正すことができる。（7節を参照。）





 7. 謙遜な人は，どのように行動しますか。

7 謙遜であれば，神の言葉によって間違った考え方を正すことができ，間違ったことをせずに済みます。神の言葉は，私たちにこう語り掛けています。「これが道である。この道を歩みなさい」。私たちが正しい道から右や左にそれそうになる時，そのことに気付かせてくれるのです。（イザ 30:21）エホバの声に耳を傾けることは，多くの面で私たちのためになります。（イザ 48:17）例えば，誰かに間違いを指摘されて恥ずかしい思いをする，ということを避けられます。また，エホバが私たちを子供のようにかわいがってくれていることを実感して，エホバをいっそう身近に感じることができます。（ヘブ 12:7）

 8. ヤコブ 1章22-25節からすると，どうすれば聖書を鏡のように使うことができますか。

8 神の言葉 聖書は鏡のような働きをします。（ヤコブ 1:22-25を読む。）私たちは毎朝出掛ける前にたいてい鏡を見ます。そうすれば，人に見られる前に，身だしなみを整えることができます。同じように，毎日聖書を読むなら，自分の考え方や態度をどのように正すべきかが分かります。多くの人は，毎朝出掛ける前に日々の聖句を読むと良い，と感じています。読んだことを一日中思い巡らし，聖書のアドバイスをどのように当てはめられるかを考えることができるからです。それに加えて，私たちは聖書を毎日読んで黙想することを習慣にする必要があります。これは基本的なことに思えるかもしれませんが，命に至る狭い道を歩み続けるために欠かせないことなのです。






仲間の言葉に耳を傾ける




[image: クリスチャンとして十分に成長した姉妹が，奉仕中に年下の姉妹と話している。]

仲間のクリスチャン

クリスチャンとして十分に成長した仲間が親切に指摘してくれることもある。そういう時，仲間が勇気を持って話してくれたことに感謝するだろうか。（9節を参照。）





 9. どんな場合に，仲間から正されることがあるかもしれませんか。

9 あなたは，命に至る道からそれかけたことがありますか。（詩 73:2，3）その時，クリスチャンとして十分に成長した仲間が勇気を持って話してくれたかもしれません。あなたはそのアドバイスに耳を傾けて当てはめましたか。もしそうしたのであれば，それは立派なことです。仲間が正してくれたことにきっと感謝していることでしょう。（格 1:5）

10. 仲間から正された時は，どうすると良いと思いますか。

10 聖書には，「忠実な友は傷を負わせ[る]」とあります。（格 27:6）どういう意味でしょうか。例えで考えてみましょう。あなたは交通量の多い道を渡ろうとしています。しかし，携帯電話に気を取られて，左右をよく見ずに道を渡り始めてしまいます。その時，友達があなたの腕をつかんで歩道に引き戻してくれます。とても強くつかまれたのであざができてしまいましたが，おかげで車にひかれずに済みました。つかまれた所が何日か痛むとしても，その友達に文句を言ったりはしないでしょう。助けてくれたことを感謝するはずです。同じように，自分の言葉や行動が神の正しい基準に沿っていないと仲間から指摘されると，最初は傷つくかもしれません。しかし，腹を立てたり文句を言ったりしてはなりません。それは愚かなことです。（伝 7:9）仲間が勇気を持って話してくれたことに感謝しましょう。

11. 仲間からのせっかくの良いアドバイスを退けてしまう原因には何がありますか。

11 親切な仲間からせっかく良いアドバイスをもらっても，それを退けてしまう原因には何がありますか。誇りの気持ちです。誇りの気持ちがある人は，「自分たちが聞きたい話をしてもらう」ことを好み，「真理に耳を傾けなくなり」ます。（テモ二 4:3，4，脚注）自信過剰になって，自分にはアドバイスなど必要ないと考えます。しかし，使徒パウロはこう書いています。「本当は何者でもないのに，自分は大した者だと考える人は，間違った見方をしています」。（ガラ 6:3）また，ソロモン王もこう述べています。「年を取っているのに愚かで警告を受け入れない王よりも，貧しくても賢い子供の方がよい」。（伝 4:13）

12. ガラテア 2章11-14節にある使徒ペテロの例から何を学べますか。

12 使徒ペテロの例を考えてみましょう。ペテロはみんなの前でパウロから正されました。（ガラテア 2:11-14を読む。）あんな所であんな言い方をしなくても，と腹を立ててもおかしくありませんでした。でも，ペテロは賢い判断をしました。アドバイスを受け入れ，パウロを恨んだりはしませんでした。それどころか，後にパウロのことを「愛する兄弟」と呼んでいます。（ペテ二 3:15）

アドバイスをする前に…




[image: ]

13節を参照。*





	  「アドバイスが本当に必要だろうか」と考える。





アドバイスをする時は…

	  問題点をはっきり伝える。



	  聖書に基づいて話す。



	  イエスのように思いやりを示す。









13. アドバイスをする時には，どんなことに気を付ける必要がありますか。

13 仲間にアドバイスをしなければならないと感じる時には，どんなことに気を付ける必要がありますか。仲間に話す前に，こう考えましょう。「私は『正しさにあまりにこだわって』いないだろうか」。（伝 7:16）正しさにあまりにこだわると，エホバの基準ではなく自分の基準で人を判断してしまい，厳しい見方をしがちです。慎重に考えた上で，それでも話す必要があると思うなら，どうしますか。問題点をはっきり伝え，質問を使って相手の気持ちを引き出してください。相手の気持ちや考え方が分かると，間違いに気付くよう助けやすくなります。聖書に基づいて話すようにしましょう。あなたが行うべきなのは，仲間を批判することではなく，エホバの気持ちを理解できるように助けることだからです。（ロマ 14:10）神の言葉の知恵に従い，アドバイスをする時には，イエスのように思いやりを示しましょう。（格 3:5。マタ 12:20）私たちが人に思いやりを示すなら，エホバも私たちに思いやりを示してくださるからです。（ヤコ 2:13）






神の組織からの指示に従う




[image: 兄弟が集会の話を注意深く聞いている。]

神の組織

神の組織は，聖書のアドバイスを当てはめるのに役立つ，出版物やビデオや集会を用意している。統治体は，私たちの活動の仕方に調整を加えることもある。（14節を参照。）





14. 神の組織は私たちのために何を用意していますか。

14 エホバはご自分の組織の地上の部分を用いて，私たちが命に至る道を歩み続けられるよう導いてくださいます。神の組織は，聖書に収められているアドバイスを当てはめるのに役立つ，ビデオや出版物や集会を用意しています。これらは全て，聖書に基づいているので信頼できます。統治体は，伝道活動をどのように行っていくのが一番良いかを決めるに当たって，聖なる力の導きを求めます。それだけでなく，過去に下した決定に調整が必要かどうかにいつも気を配っています。「今の世のありさまは変わっていく」ので，神の組織も状況の変化に対応していく必要があるからです。（コリ一 7:31，脚注）

15. どんな時に難しさを感じるかもしれませんか。

15 聖書の教えや道徳基準に関する説明が組織から新たに与えられた場合，私たちは進んで受け入れることでしょう。しかし，私たちの生活に影響するような変更が加えられた場合はどうでしょうか。例えば，最近では，崇拝に関連した施設の建設やメンテナンスのために，ますます多くの資金が必要になっています。それで統治体は，王国会館をできるだけ有効に活用するよう指示しています。その結果，会衆の合併や王国会館の売却が行われてきました。こうした工夫によって得られた資金は，王国会館がいっそう必要とされている地域での建設プロジェクトに使われています。自分の住んでいる地域で王国会館の売却や会衆の合併が行われる場合，状況の変化に対応することに難しさを感じるかもしれません。王国会館がこれまでより遠くなるかもしれません。王国会館の建設やメンテナンスを一生懸命行っていた人なら，「なぜ売却されるのだろう。自分の時間や努力は無駄になった」と思うかもしれません。それでも，こうした調整にみんなが協力しています。それは本当に立派なことです。

16. コロサイ 3章23，24節にあるアドバイスは，喜びを保つ上でどのように役立ちますか。

16 私たちはエホバのために働いており，エホバはご自分の組織を導いておられます。このことを忘れないなら，喜びを保つことができます。（コロサイ 3:23，24を読む。）ダビデ王は良い手本を残しました。神殿建設のために寄付をした時，こう言いました。「このように自発的な捧げ物をする立場に立たせていただけるとは，私も私の民も何者だというのでしょう。全てのものはあなたから来ていますので，私たちはあなたから頂いたものを捧げたにすぎません」。（代一 29:14）私たちが寄付をする時も，エホバから頂いたものを捧げているにすぎません。それでも，私たちが自分の時間や体力や資産を用いてエホバのために働くなら，エホバはとても喜んでくださいます。（コリ二 9:7）






狭い道を歩み続ける


17. 自分の歩みを正す必要に気付いても，がっかりしなくてよいのはなぜですか。

17 命に至る狭い道を歩み続けるには，イエスの歩みにしっかり付いていかなければなりません。（ペテ一 2:21）自分の歩みを正す必要に気付いても，がっかりしないでください。それは，エホバの指示に従いたいと思っていることの表れだからです。エホバは，不完全な私たちにイエスの手本に完璧に倣うよう求めたりはされません。

18. 目的地にたどり着くために，何をする必要がありますか。

18 将来に目を向け，自分の考え方や態度や行動を進んで正していきましょう。（格 4:25。ルカ 9:62）謙遜さを保ち，「これからも喜び，正され」るようにしましょう。（コリ二 13:11）そうすれば，「愛と平和の神が共にいてくださいます」。エホバは，私たちが喜びを持って狭い道を歩み続けられるように，そして新しい世界という目的地にたどり着けるように，助けてくださるのです。







謙遜さはどのように役立ちますか


	  自分の考え方や行動を正す時



	  仲間から正される時



	  神の組織からの指示に従うために









34番の歌 高潔さを捨てずに歩む

^ 5節 自分の考え方や態度や行動を変えるのは，簡単なことではありません。この記事では，誰もが自分を正す必要があるのはどうしてか，自分を正す時に喜びを保つにはどうすればよいかを考えます。




^ 76節 写真や挿絵: 若い兄弟（左）が自分の失敗について打ち明けている。年長の兄弟は静かに耳を傾け，アドバイスが必要かどうか考えている。






^ （コリ二 13:11） 最後に，兄弟たち，これからも喜び，正され，慰められ，同じ考え方をし，平和に生活してください。そうすれば，愛と平和の神が共にいてくださいます。



^ （マタ 7:13， 14） 狭い門を通って入りなさい。滅びに至る門は広くてその道は広々としており，それを通って入っていく人は多いからです。 14 一方，命に至る門は狭くてその道は狭められており，それを見つける人は少ないのです。



^ 1節 （マタ 7:13， 14） 狭い門を通って入りなさい。滅びに至る門は広くてその道は広々としており，それを通って入っていく人は多いからです。 14 一方，命に至る門は狭くてその道は狭められており，それを見つける人は少ないのです。



^ 1節 （ガラ 6:1） 兄弟たち，誰かが道を踏み外したなら，たとえ気付かずにそうした場合でも，クリスチャンとして十分に資格がある*皆さんは，その人を優しく*正すことに努めてください。そして，自分も誘惑されることがないように注意してください。

または，「聖なる力に導かれている」。
または，「温和な精神で」。


^ 2節 （コリ二 13:11） 最後に，兄弟たち，これからも喜び，正され，慰められ，同じ考え方をし，平和に生活してください。そうすれば，愛と平和の神が共にいてくださいます。



^ 3節 （エレ 17:9） 心はほかのどんなものよりも信用できず*，必死になる*。 誰がこれを知り得るだろうか。

または，「欺きに満ち」。
もしかすると，「直しようがない」。


^ 3節 （ヤコ 1:22） 神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません。間違った考え方をして自分を欺いてはならないのです。



^ 3節 （ヘブ 4:12， 13） 神の言葉は生きていて，力を及ぼし，どんな両刃の剣よりも鋭く，人の外面*と内面*，骨*と骨髄を分けるほど深く刺し通して，心の中にある考えや願いを明らかにすることができます。 13 そして，神の目を逃れられる創造物は一つもなく，全てのものは神から見て裸で，さらけ出されており，私たちはこの方に責任を問われることになります。

ギリシャ語，プシュケー。用語集参照。
ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「関節」。


^ 4節 （詩 36:1， 2） 悪人は心の奥に違反がある。 彼の目に神への畏れはない。  2 彼はあまりにうぬぼれていて， 自分の過ちを見分けることも憎むこともできない。



^ 4節 （ハバ 2:4） 誇らしげな者を見よ。 その者の心の中は正直でない。 一方，正しい人はしっかりした信仰*によって生きる。

もしかすると，「信じていること」，「忠実さ」。


^ 4節 （サム一 13:10-14） サウルが全焼の犠牲を捧げ終えると，間もなくサムエルがやって来た。サウルは迎えに出ていき，あいさつした。 11 するとサムエルは言った。「いったい何をしたのですか」。サウルは言った。「民が私のもとから離れ始めていました。それに，あなたは所定の時までに来てくださいませんでしたし，フィリスティア人がミクマシュに集結していました。 12 それでこう思いました。『今フィリスティア人がギルガルの私の所に向かってくるのに，私はエホバの恵みを求めていない』。私は全焼の犠牲を捧げなければならないと感じたのです」。 13 サムエルはサウルに言った。「あなたは愚かなことをしました。エホバ神から与えられたおきてを守りませんでした。もし守っていたら，エホバは，イスラエルを治めるあなたの王国がいつまでも続くようにしたでしょう。 14 しかしもう，あなたの王国は長続きしません。エホバはご自分の心にかなう人を見つけます。エホバはその人を，ご自分の民の指導者に任命します。あなたはエホバに命じられたことを守らなかったからです」。



^ 5節 （ヤコ 4:6） しかし，神が示してくださる惜しみない*親切は，そのような精神に勝ります。それで，こう述べられています。「神は傲慢な人に敵対し，謙遜な人に惜しみない親切を示してくださる」。

または，「過分の」。


^ 6節 （詩 1:1-3） 何と幸せなのだろう。 悪人の意見に従って歩まず， 罪人の道に立たず， あざける人と共に座らない人は。  2 その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。  3 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。

または，「思い巡らす」。


^ 6節 （サム二 22:28） 謙遜な人を救い， 傲慢な人を厳しい目で見，卑しめる。



^ 6節 （詩 16:7） 私は，助言してくださったエホバを賛美する。 夜，自分の奥底の考え*によって正される。

または，「奥底の感情」。直訳，「腎臓」。


^ 7節 （イザ 30:21） 右や左にそれそうになる時には，後ろからあなたの耳に，「これが道である。この道を歩みなさい」という言葉が聞こえる。



^ 7節 （イザ 48:17） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。

直訳，「買い戻す」。


^ 7節 （ヘブ 12:7） 皆さんは矯正*の一環として忍耐する必要があります。神は皆さんを子として扱っています。父親から矯正を受けない子がいるでしょうか。

または，「訓練」。


^ （ヤコ 1:22-25） 神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません。間違った考え方をして自分を欺いてはならないのです。 23 神の言葉を聞いても実践しない人は，鏡で自分の顔*を見る人に例えることができます。 24 その人は自分を見ますが，そこを離れると，自分がどのような人かをすぐに忘れてしまいます。 25 しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。

または，「生まれつきの顔」。


^ 8節 （ヤコ 1:22-25） 神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません。間違った考え方をして自分を欺いてはならないのです。 23 神の言葉を聞いても実践しない人は，鏡で自分の顔*を見る人に例えることができます。 24 その人は自分を見ますが，そこを離れると，自分がどのような人かをすぐに忘れてしまいます。 25 しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。

または，「生まれつきの顔」。


^ 9節 （詩 73:2， 3） 私の足はもう少しでそれていくところだった。 危うく滑るところだった。  3 私は高慢な*人をねたましく思った。 悪人が平和でいるのを見た。

または，「自慢する」。


^ 9節 （格 1:5） 賢い人は聞いてさらに教えを受け， 理解力のある人は的確な導き*を得る。

または，「巧みな指揮」。


^ 10節 （格 27:6） 忠実な友は傷を負わせ， 敵はたっぷり*口づけをする。

もしかすると，「不誠実な」，「強いられて」。


^ 10節 （伝 7:9） すぐに腹を立ててはならない。腹立ちは愚かな人の胸にとどまる*。

もしかすると，「愚かな人の特徴だ」。


^ 11節 （テモ二 4:3， 4） 人々が健全な*教えを聞こうとしなくなる時期が来るからです。彼らは自分たちの欲望に従って，耳をくすぐるような話*をしてもらうために教師を寄せ集めます。 4 そして，真理に耳を傾けなくなり，作り話に注意を向けます。

または，「有益な」。
または，「自分たちが聞きたい話」。


^ 11節 （ガラ 6:3） 本当は何者でもないのに，自分は大した者だと考える人は，間違った見方をしています。



^ 11節 （伝 4:13） 年を取っているのに愚かで警告を受け入れない王よりも，貧しくても賢い子供の方がよい。



^ （ガラ 2:11-14） さて，ケファ*がアンティオキアに来た時，明らかに間違ったことをしたので，私は面と向かって指摘しました。 12 ケファ*は，ヤコブの所からある人たちが来るまでは異国の人々と一緒に食事をしていたのに，彼らが来ると，そうするのをやめて離れていきました。割礼を受けた人たちを恐れたからです。 13 残りのユダヤ人たちもケファ*と一緒にこの偽善的な行動を取り，バルナバさえも影響されてそうしました。 14 私は，彼らが良い知らせの真理に沿って歩んでいないのを見て，皆の前でケファ*にこう言いました。「ユダヤ人であるあなたが，異国の人のように生活し，ユダヤ人のようには生活していないのに，どうして異国の人々にユダヤ人の習慣に従って生活させようとするのですか」。

ペテロとも呼ばれる。
ペテロとも呼ばれる。
ペテロとも呼ばれる。
ペテロとも呼ばれる。


^ 12節 （ガラ 2:11-14） さて，ケファ*がアンティオキアに来た時，明らかに間違ったことをしたので，私は面と向かって指摘しました。 12 ケファ*は，ヤコブの所からある人たちが来るまでは異国の人々と一緒に食事をしていたのに，彼らが来ると，そうするのをやめて離れていきました。割礼を受けた人たちを恐れたからです。 13 残りのユダヤ人たちもケファ*と一緒にこの偽善的な行動を取り，バルナバさえも影響されてそうしました。 14 私は，彼らが良い知らせの真理に沿って歩んでいないのを見て，皆の前でケファ*にこう言いました。「ユダヤ人であるあなたが，異国の人のように生活し，ユダヤ人のようには生活していないのに，どうして異国の人々にユダヤ人の習慣に従って生活させようとするのですか」。

ペテロとも呼ばれる。
ペテロとも呼ばれる。
ペテロとも呼ばれる。
ペテロとも呼ばれる。


^ 12節 （ペテ二 3:15） また，私たちの主の辛抱を救いと考えてください。私たちの愛する兄弟パウロも，自分に与えられた知恵に沿って，皆さんにそう書き送りました。



^ 13節 （伝 7:16） 正しさにあまりにこだわってはならない。賢くなり過ぎてはならない。どうして自分の身を滅ぼすのか。



^ 13節 （ロマ 14:10） それなのに，あなたはなぜ兄弟を批判するのですか。なぜ兄弟を見下すのですか。私たちは皆，神の裁きの座の前に立つことになります。



^ 13節 （格 3:5） 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。

直訳，「理解」。


^ 13節 （マタ 12:20） 彼は，傷ついたアシを折らず，くすぶるランプの火を消さず，やがて確実に公正をもたらす。



^ 13節 （ヤコ 2:13） 憐れみを示さない人は，憐れみを示されることなく裁かれます。憐れみは裁きに打ち勝つのです。



^ 14節 （コリ一 7:31） 世を利用している人は世を十分には利用していない人のようになってください。今の世のありさま*は変わろうとしている*からです。

または，「場面」。
または，「変わっていく」。


^ （コロ 3:23， 24） 何をしていても，人のためではなくエホバ*のためにするように，自分の全てを尽くして行いましょう。 24 皆さんは，報いとしてエホバ*から財産を受けることを知っています。主人であるキリストに一生懸命仕えてください。

付録A5参照。
付録A5参照。


^ 16節 （コロ 3:23， 24） 何をしていても，人のためではなくエホバ*のためにするように，自分の全てを尽くして行いましょう。 24 皆さんは，報いとしてエホバ*から財産を受けることを知っています。主人であるキリストに一生懸命仕えてください。

付録A5参照。
付録A5参照。


^ 16節 （代一 29:14） それにしても，このように自発的な捧げ物をする立場に立たせていただけるとは，私も私の民も何者だというのでしょう。全てのものはあなたから来ていますので，私たちはあなたから頂いたものを捧げたにすぎません。



^ 16節 （コリ二 9:7） 一人一人が，嫌々ながらでも強いられてでもなく，心に決めた通りに行ってください。神は快く与える人を愛されます。



^ 17節 （ペテ一 2:21） 皆さんはこうした道に招かれました。キリストでさえ皆さんのために苦しみ，その歩みに皆さんがしっかり付いてくるよう手本を示しました。



^ 18節 （格 4:25） あなたの目は真っすぐ前を見るべきである。 前方を真っすぐ見つめる*のだ。

または，「輝く目で見る」。


^ 18節 （ルカ 9:62） イエスは言った。「すきに手を掛けてから後ろのものを見る人は神の王国にふさわしい人ではありません」。



^ 18節 （コリ二 13:11） 最後に，兄弟たち，これからも喜び，正され，慰められ，同じ考え方をし，平和に生活してください。そうすれば，愛と平和の神が共にいてくださいます。








研究記事48

将来を真っすぐ見つめましょう


「あなたの目は真っすぐ前を見るべきである。前方を真っすぐ見つめるのだ」。格言 4:25

77番の歌 闇に差す光

何を学ぶか*




1-2. どうすれば格言 4章25節にあるアドバイスの通りにできますか。

次のような兄弟姉妹のことを考えてみてください。年配の姉妹が，楽しかった昔のことを思い出しています。昔に比べて大変なことが増えましたが，今でもエホバのためにできることを精一杯行っています。（コリ一 15:58）楽園で家族や友達と過ごす自分の姿を毎日思い描いています。別の姉妹は，仲間のクリスチャンから傷つけられましたが，怒りの気持ちを捨て，そのことについて考え続けるのをやめました。（コロ 3:13）ある兄弟は，自分の過去の失敗を忘れてはいませんが，エホバに忠実に仕えていこうと努力しています。（詩 51:10）

2 この3人に共通していることは何でしょうか。過去のことを忘れていませんが，そのことばかり考えてはいません。将来を真っすぐ見つめています。（格言 4:25を読む。）

 3. 将来を真っすぐ見つめるのが大切なのはなぜですか。

3 将来を真っすぐ見つめるのが大切なのはなぜでしょうか。後ろばかり見ている人は，まっすぐ前に進むことができません。それと同じように，過去にばかり目を向けていると，エホバに十分仕えていくことが難しくなります。（ルカ 9:62）

 4. この記事では，どんなことを考えますか。

4 この記事では，過去のことばかり考えないために注意するべき3つのわなを取り上げます。（1）昔に戻りたいという気持ち，（2）怒りの気持ち，（3）自分を責め過ぎる気持ちです。それぞれの状況に当てはまる聖書の原則を考えましょう。そうすれば，「後ろのもの」に思いを奪われることなく，「前のもの」に向かって身を伸ばすことができます。（フィリ 3:13）






昔に戻りたいという気持ち




[image: 年配の兄弟，姉妹，若い兄弟が，1本ずつロープを引っ張っている。それぞれのロープには，「昔に戻りたいという気持ち」，「怒りの気持ち」，「自分を責め過ぎる気持ち」と書かれている。]

将来を真っすぐ見つめるのを難しくするものには何があるか。（5，9，13節を参照。）*





 5. 伝道 7章10節からすると，どんなわなに注意すべきですか。

5 伝道 7:10を読む。ここには，「『昔は良かった』と言ってはならない」とは書かれていません。良い思い出は，エホバからの贈り物です。ソロモンは，「『昔の方が良かった』と言ってはならない」と書きました。つまり，昔と今を比較して，何もかも今の方が悪いと考えることに注意すべきだ，ということです。





[image: イスラエル人の男性が，マナを不満そうに手ですくいながら，エジプトでの生活を思い出している。1. その男性がスイカを食べている。2. エジプト人がイスラエル人の奴隷たちを棒でたたいて，ひどく扱っている。]

エジプトを脱出した後，イスラエル人はどんな間違いをしたか。（6節を参照。）





 6. 昔の方が良かったと考え続けるべきでないのはなぜですか。どんな例がありますか。

6 昔の方が良かったと考え続けるべきでないのはなぜですか。昔に戻りたいという気持ちが強くなると，良いことしか思い出さなくなり，つらかったことは忘れてしまうことがあるからです。古代のイスラエル人がそうでした。エジプトを脱出した後，そこでの生活がどれほどつらかったかをあっという間に忘れ，エジプトのおいしい食べ物のことばかり考えるようになりました。「エジプトでただで食べていた魚が本当に懐かしい。それに，キュウリやスイカ，ネギ，タマネギ，ニンニクもだ」と言いました。（民 11:5）しかし，イスラエル人は本当に「ただで」こうしたものを食べていたのでしょうか。決してそうではありません。エジプトにいた時は，奴隷としてひどい扱いを受けていたからです。（出 1:13，14; 3:6-9）それなのに，そうしたつらい経験をすっかり忘れ，昔に戻りたいと思うようになりました。エホバがしてくださった良いことではなく，エジプトでの“古き良き時代”のことばかり考えていたのです。エホバは，そのような態度を喜ばれませんでした。（民 11:10）

 7. ある姉妹にとって，昔に戻りたいという気持ちが強くなるのを避けるのに，何が役立ちましたか。

7 どうすれば，昔に戻りたいという気持ちが強くなるのを避けられますか。1人の姉妹の経験を考えてみましょう。姉妹は，1945年にブルックリンでベテル奉仕を始めました。数年後，ベテル奉仕者と結婚し，夫婦で長年ベテル奉仕を行いました。しかし，1976年に夫が病気になりました。自分の死が近いことを知った夫は，姉妹がやもめになった時のために良いアドバイスをしました。「わたしたちの結婚生活は幸福だったね。同じような経験ができる夫婦はそれほど多くないと思うよ。[でも，]過去に生きてはいけないよ。思い出が続くとしてもね。時間が心の傷をいやしてくれるだろう。苦々しく思ったり自分を哀れんだりしてはいけないよ。うれしいことや祝福を経験できたことを喜ぼう。……思い出は神からの贈り物なんだ」。これは本当に良いアドバイスだと思いませんか。

 8. この姉妹が本当に満足のいく人生を送れたのはどうしてですか。

8 この姉妹は，夫のアドバイスを心に留めました。92歳で亡くなるまで，エホバに忠実に仕えました。亡くなる数年前にこう語りました。「エホバへの全時間奉仕に携わった63年余りを振り返ってみますと，本当に満足のいく人生だったと思います。……人生を本当に満足のいくものにするのは，素晴らしい兄弟関係であり，楽園となった地上で偉大な創造者，唯一まことの神エホバにとこしえにお仕えしながら，わたしたちの兄弟姉妹と共に生活できるという希望なのです」。* 将来を真っすぐ見つめる点で本当に素晴らしい手本です。






怒りの気持ち


 9. レビ 19章18節に従って怒りの気持ちを捨てるのは，どんな時に難しいかもしれませんか。

9 レビ 19:18を読む。仲間のクリスチャンや親しい友達や親族からひどいことをされると，相手を許すのは難しいものです。例えば，ある姉妹は会衆の姉妹から，お金を盗んだと言われましたが，それは事実ではありませんでした。後になって，間違いだったと謝ってくれましたが，姉妹は疑われたことで傷つき，そのことが頭から離れませんでした。あなたも同じような気持ちになったことがありますか。この姉妹と同じような経験をしたことはないとしても，怒りの気持ちが湧いてきて，絶対に許せないと感じたことはあるかもしれません。

10. 怒りの気持ちが湧いてきたら，どうしたらよいですか。

10 怒りの気持ちが湧いてきたら，どうしたらよいでしょうか。エホバが全てを知っておられることを覚えておくのは大切です。私たちが経験したひどい扱いを含め，私たちのことも全て知っておられるのです。（ヘブ 4:13）私たちがつらい気持ちになると，エホバもつらく感じます。（イザ 63:9）私たちがひどい扱いを受けてどんなつらい経験をするとしても，エホバは必ず私たちの心の傷を癒やしてくださいます。（啓 21:3，4）

11. 怒りの気持ちを捨てることは，どのように私たちのためになりますか。

11 怒りの気持ちを捨てることは私たちのためになる，ということを覚えておくのも大切です。疑われて傷ついた先ほどの姉妹は，このことを学びました。やがて，姉妹は怒りの気持ちを捨てることができるようになりました。自分が人を許すなら，エホバに許していただける，ということを理解したからです。（マタ 6:14）姉妹は，起きたことに目をつぶったわけでも，なかったことにしたわけでもありませんが，怒りの気持ちを捨てることにしました。その結果，姉妹は気持ちが晴れ，エホバへの奉仕に打ち込めるようになりました。






自分を責め過ぎる気持ち


12. ヨハネ第一 3章19，20節から，どんなことが分かりますか。

12 ヨハネ第一 3:19，20を読む。誰でも自分を責めることがあります。例えば，真理を学ぶ前にしてしまったことやバプテスマの後にしてしまった失敗のために罪悪感を感じることがあります。（ロマ 3:23）私たちは皆，正しいことをしたいと思っていますが，「何度も過ちを犯します」。（ヤコ 3:2。ロマ 7:21-23）罪悪感を感じるのはうれしいことではありませんが，良い面もあります。罪悪感があると，自分の歩みを正し，同じ間違いを繰り返さないようにしようという気持ちになれるからです。（ヘブ 12:12，13）

13. 自分を責め過ぎる気持ちと闘う必要があるのはなぜですか。

13 時には，自分を責め過ぎることもあります。悔い改めてエホバに許してもらったのに罪悪感を感じ続けてしまうのです。そのような気持ちは私たちのためにはなりません。（詩 31:10; 38:3，4）過去の罪のことで自分を責める気持ちと闘っていた1人の姉妹は，こう言っています。「私の場合，どうせもう手遅れなんだから，エホバへの奉仕に励んでも仕方がない，と思いました」。私たちも同じように感じることがあるかもしれません。しかし，エホバが私たちのことを諦めていないのに，私たちが自分のことを諦めてしまうなら，サタンを喜ばせることになってしまいます。ですから，自分を責め過ぎる気持ちと闘うのは重要なことなのです。（コリント第二 2:5-7，11と比較。）

14. エホバが私たちのことを諦めていないと言えるのは，どうしてですか。

14 それでも，「エホバが私のことを諦めていないとどうしたら分かるのだろう」と思うかもしれません。しかし，そう考えていること自体，エホバに許していただけることの証拠です。以前の「ものみの塔」誌には，このように書かれていました。「わたしたちは，自分の以前の生活の型に殊のほか深く根ざした何らかの悪い癖があって，何度もそれにつまずいて倒れる[かもしれません]。……絶望してはなりません。許されない罪を犯したのだと決めてかからないでください。サタンはあなたがまさにそう推論することを望んでいるのです。あなたが自分自身のことで憂え，悩んでいるということ自体，いい気になっているわけではないことの証拠です。神の許しと清めと助けを求めることに，決してうみ疲れてはなりません。へりくだって真剣に神に頼ってください。同じ弱さのことでどれほど頻繁に近づかなければならないとしても，子供が困った時に父親のもとに行くようにエホバに近づいてください。そうすれば，エホバは過分の親切を施す方ですから，慈しみ深く助けを与えてくださ……るでしょう」。*

15-16. エホバが許してくださっていることを知ると，どんな気持ちになりますか。

15 多くのエホバの証人が，エホバが許してくださっていることを知って，慰めを得ています。例えば，数年前，ある兄弟は「聖書は人の生き方を変える」のシリーズの経験に心を動かされました。その記事に出てくる姉妹は，過去のつらい経験のために，エホバが自分を愛してくださるとは思えませんでした。バプテスマを受けた後も長い間，そうした気持ちと闘いました。しかし，贖いについてじっくり考え，見方を変えることができました。*

16 この経験は，兄弟にとってどのように助けとなったでしょうか。こう書いています。「若かった頃，ポルノ中毒から抜け出そうと必死に闘いました。でも，最近またポルノを見るようになってしまいました。それで，クリスチャンの長老に助けを求め，問題を克服しつつあります。長老たちは，エホバが私を愛していて，許したいと思っていることを理解できるように助けてくれました。それでも，『自分はだめな人間だ。エホバが愛してくださるはずはない』と思うことがあります。[この姉妹]の経験談は本当に助けになりました。神が許してくださるはずはない，と考えるなら，『イエスの犠牲に，私の罪を覆えるほどの価値はない』と言っているようなものです。それで，この記事を切り抜いて，自分はだめだ，という気持ちが湧き起こったらすぐに読んで黙想できるようにしています」。

17. パウロが自分を責め過ぎる気持ちを退けることができたのはなぜですか。

17 こうした経験について考えると，使徒パウロのことを思い出します。パウロはクリスチャンになる前，重大な罪を幾つも犯しました。自分がしたことを忘れてはいませんでしたが，そのことでいつまでも心を悩ませたりはしませんでした。（テモ一 1:12-15）贖いを自分への贈り物と考えました。（ガラ 2:20）だからこそパウロは，自分を責め過ぎる気持ちを退け，エホバへの奉仕に打ち込むことができました。






新しい世界を見つめる




[image: 先ほどの年配の兄弟，姉妹，若い兄弟が，ロープを捨て，顔を上げて笑顔で歩いている。]

新しい世界を見つめて歩んでいきましょう。（18-19節を参照。）*





18. この記事では，どんなことを学びましたか。

18 この記事では，注意するべき3つの点を取り上げました。（1）良い思い出は，エホバからの贈り物です。しかし，昔がどれほど良かったとしても，将来の新しい世界の方がもっと良いのです。（2）誰かに傷つけられたとしても，許すことにするなら，エホバへの奉仕に打ち込めます。（3）自分を責め過ぎると，エホバに喜んで仕えることが難しくなります。ですから，パウロのように，エホバが許してくださっていることを確信する必要があります。

19. 新しい世界ではつらい気持ちになることがない，と言えるのはなぜですか。

19 私たちには，永遠に生きる希望があります。新しい世界では，昔のことを思い出してつらい気持ちになることはもうありません。聖書は，その時が来れば「以前の事柄は思い出されることも……ない」と述べています。（イザ 65:17）エホバに長年仕え，年を重ねてきたとしても，新しい世界では若返るのです。（ヨブ 33:25）ですから，過去のことばかり考えるのではなく，将来をしっかり見つめて歩んでいきましょう。







どうすれば以下のわなを避けることができますか


	  昔に戻りたいという気持ち



	  怒りの気持ち



	  自分を責め過ぎる気持ち









142番の歌 希望をしっかり持ち続ける

^ 5節 昔のことについて思い出すのは良いことです。しかし，昔のことばかり考えていると，今できるはずのことをし損ない，将来に目を向けることもしなくなるかもしれません。この記事では，そうならないために注意するべき3つのわなを取り上げます。また，そのわなを避けるのに役立つ聖書の原則や現代の例を考えます。


^ 8節 「ものみの塔」2004年7月1日号23-29ページを参照。


^ 14節 「ものみの塔」1995年12月1日号11ページを参照。


^ 15節 「ものみの塔」2011年8月1日号20-21ページを参照。




^ 58節 写真や挿絵: 昔に戻りたいという気持ちや怒りの気持ちや自分を責め過ぎる気持ちを持ち続けることは，重い荷物を引きずるようなもので，命に至る道を進むのを難しくする。


^ 65節 写真や挿絵: 重荷のような気持ちを捨てると，心が軽くなり，頑張ろうという気持ちが湧いてきて，将来を真っすぐ見つめることができる。






^ （格 4:25） あなたの目は真っすぐ前を見るべきである。 前方を真っすぐ見つめる*のだ。

または，「輝く目で見る」。


^ （格 4:25） あなたの目は真っすぐ前を見るべきである。 前方を真っすぐ見つめる*のだ。

または，「輝く目で見る」。


^ 1節 （コリ一 15:58） それで，私の愛する兄弟たち，しっかり立って，動じることなく，主の活動をいつも活発に*行ってください。皆さんが知っているように，主のために働くことは無駄ではないのです。

または，「たくさん」。


^ 1節 （コロ 3:13） 引き続き互いに我慢し，寛大に許し合いましょう。たとえ誰かに不満を感じるとしてもです。エホバ*が寛大に許してくださったのですから，同じようにしなければなりません。

付録A5参照。


^ 1節 （詩 51:10） 神よ，私の内に清い心をつくってください。 新たな精神，揺らぐことがない精神を持たせてください。



^ 2節 （格 4:25） あなたの目は真っすぐ前を見るべきである。 前方を真っすぐ見つめる*のだ。

または，「輝く目で見る」。


^ 3節 （ルカ 9:62） イエスは言った。「すきに手を掛けてから後ろのものを見る人は神の王国にふさわしい人ではありません」。



^ 4節 （フィリ 3:13） 兄弟たち，私は賞を得たとは思っていませんが，1つのことは確かです。私は後ろのものを忘れ，前のものに向かって身を伸ばし，



^ （伝 7:10） 「昔の方が良かった」と言ってはならない。そのように言うのは知恵のあることではないからだ。



^ 5節 （伝 7:10） 「昔の方が良かった」と言ってはならない。そのように言うのは知恵のあることではないからだ。



^ 6節 （民 11:5） エジプトでただで食べていた魚が本当に懐かしい。それに，キュウリやスイカ，ネギ，タマネギ，ニンニクもだ。



^ 6節 （出 1:13， 14） そこでエジプト人はイスラエル人を奴隷にして厳しく扱った。 14 重労働を課して彼らの生活をつらいものにし，粘土モルタルやれんがを作らせたり，野原でのあらゆる奴隷労働をさせたりした。過酷な環境であらゆる奴隷労働をさせたのである。



^ 6節 （出 3:6-9） 神は続けて言った。「私はあなたの父祖の神，アブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神である」。モーセは顔を隠した。真の神を見るのを恐れたからである。 7 エホバはさらに言った。「私は，エジプトにいる私の民の苦悩を確かに見た。強制労働をさせる者たちのことで叫ぶ彼らの声を聞いた。彼らの苦痛をよく知っている。 8 私は下っていって彼らをエジプト人から救い出し，そこから，広くて良い土地，非常に肥沃な土地*へ連れていく。カナン人，ヘト人，アモリ人，ペリジ人，ヒビ人，エブス人の領土である。 9 今，イスラエルの民の叫びは私に達した。私はエジプト人が彼らを厳しく虐げているのも見た。

直訳，「乳と蜜が流れる地」。


^ 6節 （民 11:10） モーセは，民がどの家族も，それぞれ自分の天幕の入り口で泣いているのを聞いた。エホバは非常に怒り，モーセも不快に思った。



^ （レビ 19:18） 隣人に復讐をしたり，恨みを抱いたりしてはならない。仲間を自分自身のように愛さなければならない。私はエホバである。



^ 9節 （レビ 19:18） 隣人に復讐をしたり，恨みを抱いたりしてはならない。仲間を自分自身のように愛さなければならない。私はエホバである。



^ 10節 （ヘブ 4:13） そして，神の目を逃れられる創造物は一つもなく，全てのものは神から見て裸で，さらけ出されており，私たちはこの方に責任を問われることになります。



^ 10節 （イザ 63:9） 彼らが苦しんでいたどの時にも，神も苦しみを味わった。 そして，神ご自身の使者*が彼らを救った。 神は愛と思いやりをもって彼らを救い*， 昔はいつも彼らを抱き上げて運んだ。

または，「神に仕える天使」。
直訳，「買い戻し」。


^ 10節 （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^ 11節 （マタ 6:14） 人の過ちを許すなら，天の父もあなたたちを許してくださいます。



^ （ヨハ一 3:19， 20） そのようにして，私たちは自分が真理から出ていることを確信し，神の前で安心*できます。 20 心に責められることがあっても安心できるのです。神は私たちの心より大きく*，全てのことを知っているからです。

または，「心を納得させることが」。
私たち以上に私たちのことを知っているということ。


^ 12節 （ヨハ一 3:19， 20） そのようにして，私たちは自分が真理から出ていることを確信し，神の前で安心*できます。 20 心に責められることがあっても安心できるのです。神は私たちの心より大きく*，全てのことを知っているからです。

または，「心を納得させることが」。
私たち以上に私たちのことを知っているということ。


^ 12節 （ロマ 3:23） 全ての人は罪人*になったので，神の栄光に達することができません*。

用語集の「罪」参照。
または，「神の栄光を完全には反映できません」。


^ 12節 （ヤコ 3:2） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。


^ 12節 （ロマ 7:21-23） 私には次の法則が当てはまります。正しいことをしたいと願うのに，自分の中に悪がある，ということです。 22 私は，内面では*神の律法を本当に喜んでいます。 23 しかし，体*の中で別の律法が，考えを導く律法と戦い，私を捕らえて体*の中にある罪の律法に従わせているのが分かります。

または，「内面の人としては」。
直訳，「器官」。
直訳，「器官」。


^ 12節 （ヘブ 12:12， 13） ですから，垂れ下がった手と弱った膝を強くしましょう。 13 そして，自分の足のためにいつも真っすぐな道を作ってください。弱い部分が脱臼したりせず，かえって癒やされるようにするためです。



^ 13節 （詩 31:10） 私の命は悲嘆によって尽きる。 私の年月も，うめきによって。 私の力は過ちによって失われ， 私の骨は弱くなる。



^ 13節 （詩 38:3， 4） あなたが憤ったので，私の全身は病んでいる。 私が罪を犯したので，私の内*に安らぎはない。  4 私の過ちは頭の上に高く積み重なる。 負い切れない重い荷物のように。

直訳，「私の骨」。


^ 13節 （コリ二 2:5-7） 誰かが悲しみをもたらしたのであれば，私をではなく皆さんをいくらか悲しませたことになります。いくらかというのは和らげた言い方です。 6 その人には多数の人からすでに叱責が与えられており，それで十分です。 7 今は優しく許して慰めるべきです。その人があまりの悲しみに打ちのめされてしまわないためです。



^ 13節 （コリ二 2:11） 私たちがサタンに付け込まれない*ようにするためです。私たちはサタンの手口*を知らないわけではありません。

または，「だまされない」。
または，「策略」，「意図」。


^ 17節 （テモ一 1:12-15） 私は，力を授けてくださった主であるキリスト･イエスに感謝しています。私を忠実な者と見なし，奉仕する務めを与えてくださったからです。 13 以前は神を冒瀆し，神の民を迫害し，横柄だった私が，憐れみを示されました。当時は信仰がなく，よく知らずに行動していたからです。 14 私たちの主は惜しみない親切をあふれるほど豊かに示してくださり，私が信仰とキリスト･イエスからの愛を得られるようにしてくださいました。 15 キリスト･イエスは罪人を救うために世に来た，という言葉は真実であり，全面的に受け入れるべきものです。私はそのような罪人の中でも最も罪深い者です。



^ 17節 （ガラ 2:20） 私はキリストと共に杭にくぎ付けにされています。もう自分のためには生きておらず，キリストと結び付いて生きています*。人間としての今の命を，神の子への信仰によって生きているのです。神の子は私を愛し，私のために自分を差し出してくださいました。

直訳，「生きているのはもはや私ではなく，私と結び付いて生きているキリストです」。


^ 19節 （イザ 65:17） 私は新しい天と新しい地を創造している。 以前の事柄は思い出されることも， 心に浮かぶこともない。



^ 19節 （ヨブ 33:25） 彼の肉体を若い頃よりも元気にし， 彼を活力にあふれた若い日々に戻そう』。









[image: マーク･ハーマンが車椅子に座っている。]




ライフ･ストーリー

「エホバは私のことを忘れずにいてくださいました」

マーク･ハーマンの語った経験


私は南米のガイアナにある人口約2000人の村，オレアラに住んでいます。孤立した村なので，小型機かボートでしか来ることができません。






私は1983年に生まれました。小さい頃は健康だったのですが，10歳の時，全身に激しい痛みを感じるようになりました。2年後のある朝，目を覚ますと体を動かせませんでした。どんなに脚を動かそうとしても力が入りませんでした。その日以来，全く歩けなくなってしまいました。病気のせいで体の成長が止まったため，今でも体格は子供の時のままです。

病気になってから数カ月間，家から出られませんでした。そんな時，2人のエホバの証人がやって来ました。いつもなら誰かが来ると隠れていましたが，その日は話してみようと思いました。女性たちがパラダイスについて話してくれた時，5歳くらいの頃に聞いた話を思い出しました。その当時，スリナムに住んでいたジェスロという宣教者の兄弟が，月に1回村に来て，父に聖書を教えてくれていました。ジェスロは私をとてもかわいがってくれました。私もジェスロが大好きでした。また，祖父母は，村で開かれていたエホバの証人の集会に出席していたので，時々私を連れて行ってくれていました。それで，訪ねてきた女性の1人であるフローレンスから，もっと知りたいですかと聞かれた時，「はい」と答えました。

フローレンスは夫のジャスタスと再び訪問してくれ，聖書レッスンが始まりました。2人は私が字を読めないことに気付き，読み方を教えてくれました。おかげで，字が読めるようになりました。ところがある日，2人から，スリナムで奉仕することになったと言われました。残念ながら，オレアラには聖書レッスンを続けてくれる人がいなくなってしまいました。でも，エホバは私のことを忘れませんでした。

その後間もなく，オレアラにフロイドという開拓者の兄弟がやって来ました。兄弟は小屋から小屋に伝道している時に，私の家にも来ました。兄弟が聖書レッスンについて話したので，私はにっこり笑いました。「どうして笑っているんですか」と尋ねられたので，すでに「神はわたしたちに何を求めていますか」の冊子を学び終えたこと，また，「永遠の命に導く知識」* の本を途中まで学んでいたことを伝えました。レッスンが中断した理由も話しました。それでフロイドは「知識」の本の続きから教えてくれましたが，その後，兄弟も別の場所での奉仕に割り当てられました。またしても，聖書を教えてくれる人がいなくなってしまいました。

しかし，2004年にグランビルとジョシュアという特別開拓者の兄弟たちがオレアラに割り当てられました。兄弟たちは小屋から小屋に伝道している時に，私を見つけてくれました。聖書を学びたいか尋ねられたので，私はにっこり笑いました。そして，「知識」の本を最初から学びたいと言いました。これまでの兄弟たちと同じことを教えてくれるかを確かめたかったんです。グランビルは村で集会が開かれていることを教えてくれました。家から出なくなって10年ほどたっていましたが，行ってみたいと思いました。それで，グランビルが迎えに来て，私を車椅子に乗せて王国会館に連れて行ってくれました。

しばらくして，グランビルから神権宣教学校に入るよう励まされました。兄弟はこう言ってくれたんです。「障害はあるけど，話せるよね。いつか公開講演ができるようになる。きっとそうなるよ」。この言葉を聞いて自信がつきました。



[image: 文書カートの横で車椅子に座ったマーク･ハーマンが男性に伝道している。]



グランビルと一緒に伝道に行くようになりました。でも，村の道の多くは舗装されておらず，でこぼこしていたので，車椅子で進むのは大変でした。それでグランビルに，私を手押し車に乗せて奉仕に連れて行ってくれるよう頼みました。この方法はうまくいきました。2005年4月，私はバプテスマを受けました。その後すぐに，兄弟たちは会衆の文書や王国会館の音響の仕事ができるように訓練してくれました。

2007年，悲しいことに，父がボートの事故で亡くなりました。私たち家族は大きなショックを受けました。グランビルは一緒に祈り，慰めになる聖句を読んでくれました。さらに2年後，別の悲しい出来事に打ちのめされました。今度はグランビルがボートの事故で亡くなったのです。

私たちの小さな会衆は唯一の長老を失い，悲しみに包まれました。援助奉仕者も1人しかいませんでした。私は親友を亡くし，つらくてたまりませんでした。グランビルはいつも，エホバを身近に感じられるように私を助け，いろいろな面でサポートしてくれていました。グランビルが亡くなった直後の集会で，「ものみの塔」研究の朗読の割り当てがありました。最初の2節は何とか読めましたが，その後泣き出してしまい，涙が止まりませんでした。それで演壇を降りなければなりませんでした。

別の会衆の兄弟たちがオレアラに援助に来てくれたので，ちょっとずつ元気が出てきました。また，支部事務所はコジョという特別開拓者の兄弟を派遣してくれました。うれしいことに，母と弟の1人が聖書を学び始め，バプテスマを受けました。そして，2015年3月，私は援助奉仕者に任命されました。しばらくして，初めての公開講演をしました。その日，私は何年も前にグランビルが言ってくれた，「いつか公開講演ができるようになる。きっとそうなるよ」という言葉を思い出してうれしくなり，感謝の涙があふれました。

JW Broadcastingで，私と同じような状況にある仲間が頑張っていることを知りました。兄弟姉妹は障害があっても，充実した幸せな生活を送っています。私にも，まだまだ行えることがあります。エホバのためにできることを何でもしたいと思ったので，開拓奉仕を始めました。2019年9月，驚くような知らせがありました。40人ほどの伝道者がいる今の会衆で，長老として奉仕するよう任命されたのです。

私が聖書を学び，エホバに仕えられるようになったのは，愛する兄弟姉妹たちのおかげです。一番感謝していることとして，エホバは私のことを忘れずにいてくださいました。







^ 8節 発行: エホバの証人。現在は絶版。
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経験談

受刑者たちから学んだ人

ある男性はエリトリアの刑務所で，エホバの証人が聖書の基準に従って生活している様子を目にしました。

（ホーム > エホバの証人について > 経験談 > 試練に遭っても神への忠実を保つ）

若い人は尋ねる

燃え尽きないために

燃え尽きの原因は何ですか。あなたもそのリスクがありますか。どうすればいいですか。

（ホーム > 聖書の教え > 若い人 > 若い人は尋ねる）
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^ ***喜歌 89番 聞いて従い，神の祝福を得る***
89番
聞いて従い，神の祝福を得る
（ルカ 11:28）
1. イエスの教えは示す 人の行くべき道を
聞いてそれに従えば 神の祝福受ける
（※ 繰り返し）
聞いて従い祝福得よう
神に従う人は幸せになる
2. 真理の言葉に根差す生き方を続ければ
嵐のような日来ても負けない強さを得る
（※ 繰り返し）
聞いて従い祝福得よう
神に従う人は幸せになる
3. エホバのそばにとどまり 真理の水を飲めば
たくさんの良い実生まれ 将来の命得る
（※ 繰り返し）
聞いて従い祝福得よう
神に従う人は幸せになる
（申 28:2; 詩 1:3; 格 10:22; マタ 7:24-27; ルカ 6:47-49も参照。）



^ ***ijwbt 聖書通読のプランを立てよう***
聖書通読のプランを立てよう
聖書には，生活にとても役立つ知恵が収められています。定期的に聖書を読んでじっくり考え，得た知恵を役立てるなら，「自分の道を成功させ」ることができるでしょう。（ヨシュア 1:8。詩編 1:1-3）また，エホバ神と神の子イエスについてよく知ることもできます。それはいつまでも充実した生活を送る助けになります。（ヨハネ 17:3）
どんな順序で聖書を読んだらいいでしょうか。いろんな方法があります。この聖書通読計画表は，聖書の各書を順番に読んだり，テーマ別に読んだりするための助けになります。例えば，神がイスラエル人を扱った歴史や，1世紀のクリスチャン会衆の発展について読むこともできます。もし毎日数章を読むなら，1年で読破できるでしょう。
毎日の通読の計画を立てたい方，年間の予定を立てたい方，初めて通読しようと思っている方にとって，この計画表は役立つでしょう。この聖書通読計画表をダウンロードして，早速今日から始めましょう。
ダウンロード
​​​​​​​



^ ***新世 36ページ 質問20: 聖書を読む時どんなことを心掛けるとよいですか***
質問20
聖書を読む時どんなことを心掛けるとよいですか
聖書を読みながら以下のことを考えましょう
ここからエホバ神についてどんなことが分かるか
この部分は聖書の中心テーマとどう関係しているか
自分の生活でこれをどのように役立てられるか
人を支え励ますためにこの言葉をどのように使えるか
「あなたの言葉は私の足元を照らすランプ，私の進む道を照らす光」。
詩編 119:105 [993ページ]
​



^ ***新世ス用 体制の終結***
体制の終結
サタンに支配された体制もしくは物事の状態が，終わりに至る時期のこと。キリストの臨在の期間と重なっている。イエスの導きの下，天使たちが「正しい人の中から邪悪な人をより分け」，滅ぼす。（マタ 13:40-42，49）イエスの弟子たちは，その「終結」がいつなのかに関心を持っていた。（マタ 24:3）イエスは天に戻る前に，体制の終結まで弟子たちと共にいると約束した。（マタ 28:20）



^ ***喜歌 79番 しっかりと立つよう教える***
79番
しっかりと立つよう教える
（マタイ 28:19，20）
1. 真理 人に教え
助け差し伸べ
神に導くのは
深い喜び
（※ 繰り返し）
エホバよ あなたの羊を見守り
助けてください
揺るがず立ち続けるため
2. 真の友となって
いつも寄り添い
力尽きないよう
祈り捧げた
（※ 繰り返し）
エホバよ あなたの羊を見守り
助けてください
揺るがず立ち続けるため
3. 強い信仰持ち
勝利 得るよう
友のために願う
神の祝福
（※ 繰り返し）
エホバよ あなたの羊を見守り
助けてください
揺るがず立ち続けるため
（ルカ 6:48; 使徒 5:42; フィリ 4:1も参照。）



^ ***塔04 7/1 14–19ページ 「あなた方に命令した事柄すべてを守り行なうように教えなさい」***
「あなた方に命令した事柄すべてを守り行なうように教えなさい」
「それゆえ，行って……人々を弟子とし，……わたしがあなた方に命令した事柄すべてを守り行なうように教えなさい」。―マタイ 28:19，20。
エチオピアのその男性は，はるばるエルサレムまで旅をしてきたところでした。そこの神殿で，自分の愛する神エホバを崇拝したのです。霊感のもとに記された神の言葉にも愛を抱いていたようです。国へ帰る道中，兵車に乗って預言者イザヤの書の写しを読んでいました。キリストの弟子フィリポがその人に出会ったのはその時でした。フィリポはそのエチオピア人に，「あなたは自分の読んでいる事柄がほんとうに分かりますか」と尋ねました。その人は，「だれかが手引きしてくれなければ，いったいどうして分かるでしょうか」と答えました。そこでフィリポは，この誠実な聖書研究生がキリストの弟子になるように助けました。―使徒 8:26-39。
2 そのエチオピア人の返事には注目すべき点があります。『だれかが手引きしてくれなければ，どうして分かるでしょうか』と言ったのです。そうです，手引き，つまり先導してくれる人が必要でした。この言い方は，人々を弟子とする任務にちなんでイエスが指示に特に含めたある点の大切さをよく示しています。どんな点でしたか。答えを得るために，マタイ 28章のイエスの言葉についての考察を続けましょう。前の記事では，なぜ，どこで，という質問に焦点を合わせました。今度は，人々を弟子とするようにというイエスの命令にちなむ，あと二つの質問，つまり何を，そしていつまで，という点を考えます。
「すべてを守り行なうように教えなさい」
3 わたしたちは，他の人がキリストの弟子となるのを助けるために，何を教えなければならないでしょうか。イエスは追随者にこう命じました。「それゆえ，行って，すべての国の人々を弟子とし，父と子と聖霊との名において彼らにバプテスマを施し，わたしがあなた方に命令した事柄すべてを守り行なうように教えなさい」。（マタイ 28:19，20）ですから，キリストの命令した事柄を教えなければなりません。 では，イエスの命令を教えられた人が確実に弟子となるだけでなく，その立場を守るために，何が助けになるでしょうか。一つの大切な要素が，イエスの注意深い言葉遣いに見られます。単に，『わたしがあなた方に命令した事柄すべてを教えなさい』と言われたのではありません。「わたしがあなた方に命令した事柄すべてを守り行なうように教えなさい」と言われたのです。（マタイ 19:17）これはどういう意味でしょうか。
4 命令を守り行なうとは，その命令に「従って行動する」ということです。では，キリストの命令した事柄を守り行なう，すなわちそれに従うよう，どのように教えますか。自動車教習所の教官が生徒に道路交通法を守るように教えるときのことを考えてください。教官は教室で生徒たちに交通法規を教えるでしょう。しかし，それらの法規にどのように従うかを生徒に教えるためには，実際に路上に出て運転させ，生徒が学習した事柄を真剣に適用するのを見ながら指導しなければなりません。同様にわたしたちも，人々と聖書研究を行なうとき，キリストのおきてを教えます。しかし，研究生がキリストの指示を自分の日常生活や宣教奉仕に当てはめようと励むのを見ながら研究生を導き，もしくは手引きしてゆく必要もあります。（ヨハネ 14:15。ヨハネ第一 2:3）ですから，人々を弟子とするようにというキリストの命令を十分に遂行するには，教えるとともに実際の手引きをすることも必要です。そのようにして，イエスとエホバご自身による手本に倣います。―詩編 48:14。啓示 7:17。
5 イエスの命令を守り行なうように教えることには，人々を弟子とするという命令に聞き従うように助けることも含まれます。聖書研究をしているある人たちにとって，それは自分には到底できないと思えるかもしれません。かつてはキリスト教世界の教会の活発な成員だった人でも，そこでの以前の宗教教師から，行って人々を弟子とするようにと教えられたことはなかったでしょう。教会員に福音宣明を行なうように教える点でキリスト教世界の諸教会は甚だしく失敗しており，教会指導者の中にもそれを率直に認める人たちがいます。聖書学者のジョン･R･W･ストットは，世界じゅうに出て行ってあらゆる人々を弟子となるように助けなさいというイエスの命令に関して，こう述べました。「この命令の意味するところに我々が従ってこなかったことこそ，今日の福音伝道における福音派キリスト教徒の最大の弱点である」。そして，こう付け加えました。「我々には，音信を遠くからふれ告げる傾向がある。おぼれかけている人に，岸辺の安全な所から，ただ大声であれこれアドバイスする人のように思えることがある。飛び込んで救助しようとはしない。自分がぬれることを恐れているのだ」。
6 聖書研究をしている人がかつては『ぬれることを恐れる』宗教グループのメンバーであった場合，いわば水に対する恐れを克服して，人々を弟子とするようにというキリストの命令に従うのは，必ずしも易しいことではないでしょう。助けが必要です。ですから，わたしたちは辛抱強く接しながら，エチオピア人がフィリポの教えに啓発されてバプテスマを受けたいと思ったように，研究生の理解を深めさせて行動を促すような諭しと導きを与えてゆかなければなりません。（ヨハネ 16:13。使徒 8:35-38）加えて，人々を弟子としなさいという命令を聖書研究生も守り行なうように教えたいと思っているので，研究生が王国伝道に初めて参加する時にはそのそばで手引きするようにします。―伝道の書 4:9，10。ルカ 6:40。
『命じられた事柄すべて』
7 わたしたちは新しい弟子に，人々を弟子とするようにと教えるだけではありません。イエスは，ご自分が命令した「事柄すべてを守り行なう」ように教えなさい，と指示しました。それにはもちろん，神を愛することと，隣人を愛することという二つの最も大きな命令も含まれます。（マタイ 22:37-39）新しい弟子たちはそれらのおきてを守り行なうことを，どのように教えられるのでしょうか。
8 もう一度，自動車の運転を習っている人の例えを考えてください。教習生は隣に教官を乗せて路上を走りながら，教官の言うことに耳を傾けて学ぶだけでなく，他の運転手を観察することによっても学びます。例えば，他の車が前方に割り込むのをおおらかに許す人，対向車の運転手にまぶしくないようにヘッドライトを下向きにするマナーを守る人，車が故障した知人に快く援助の手を差し伸べる人などに，教官は教習生の注意を引くかもしれません。そのような例は，車の運転のときに適用できる良い教訓となります。同様に，命の道を行く新しい弟子も，自分の教え手からだけでなく，会衆内で見る立派な手本からも学びます。―マタイ 7:13，14。
9 例えば聖書研究生は，ひとり親が大変な努力を払って小さな子どもたちを王国会館に連れて来るのを見るかもしれません。また，うつ病と闘って気落ちしながらも忠実に集会に来る人や，会衆のどの集会にも年長の人たちを車に乗せて来る年配のやもめの姉妹，あるいは王国会館の清掃に加わっている十代の若者を目にするかもしれません。聖書研究生は，会衆内の多くの責務を抱えながら野外奉仕にも忠実に率先する，会衆の長老に目を留めるかもしれません。また，体が不自由で家から出られなくても，訪ねて来る人すべてに霊的な励みを与える証人と知り合うかもしれません。年老いた親の介護のために生活を大幅に調整しようとしている夫婦の様子を見る場合もあるでしょう。そのように親切で，他の人をよく顧みる頼もしいクリスチャンを観察することにより，新しい弟子は，神と隣人，とりわけ仲間の信者を愛するようにというキリストの命令に従うとはどういうことかを実例から学びます。（箴言 24:32。ヨハネ 13:35。ガラテア 6:10。テモテ第一 5:4，8。ペテロ第一 5:2，3）こうして，クリスチャン会衆の成員はだれもが教える者，また手引きする者となることができ，またそうあるべきです。―マタイ 5:16。
「事物の体制の終結の時まで」
10 人々を弟子とする活動をいつまで続けるのでしょうか。事物の体制の終結の期間のあいだずっとです。（マタイ 28:20）わたしたちは，イエスから与えられた任務をこの面で全うできるでしょうか。一つの世界的な会衆として，わたしたちはそのようにすることを決意しています。これまで幾年も，「永遠の命のために正しく整えられた」人たちを見つけ出すために，自分の時間，体力，資力を喜んで用いてきました。（使徒 13:48）現在，エホバの証人は，世界じゅうで王国を宣べ伝えて人々を弟子とする活動に，平均すると1年を通じて毎日300万時間以上を費やしています。そうするのは，イエスの手本に倣うからです。イエスはこう述べました。「わたしの食物とは，わたしを遣わした方のご意志を行ない，そのみ業をなし終えることです」。（ヨハネ 4:34）わたしたちも心からそう願っています。（ヨハネ 20:21）託された業を単に始めるだけでなく，なし終えたいと思っているのです。―マタイ 24:13。ヨハネ 17:4。
11 しかし，仲間の信者の中に，霊的に弱くなり，その結果，人々を弟子としなさいというキリストの命令の遂行に関して，熱意が薄れたりやめたりしている人がいるのは残念なことです。そのような人が再び会衆と交わり，人々を弟子とする活動に再び加われるよう，何か助けになる方法があるでしょうか。（ローマ 15:1。ヘブライ 12:12）使徒たちが一時的に弱くなった時にイエスがどのように助けたかを知れば，今日のわたしたちに何ができるかも分かります。
気遣いを示す
12 イエスの地上での宣教奉仕の終わり，その死が差し迫っていた時，使徒たちは「彼を捨てて逃げて行（き）」ました。イエスの予告どおり，使徒たちは「それぞれ自分の家に散らされ」ました。（マルコ 14:50。ヨハネ 16:32）イエスは，霊的に弱くなった友たちをどのように扱われたでしょうか。復活してすぐ，追随者の幾人かにこうお告げになりました。「恐れることはありません！ 行って，わたしの兄弟たちに報告し，彼らがガリラヤに行くようにしなさい。彼らはそこでわたしを見るでしょう」。（マタイ 28:10）使徒たちは重大な弱さを示していましたが，イエスはなおも彼らを「わたしの兄弟たち」と呼ばれました。（マタイ 12:49）見捨てたりはしませんでした。このように，イエスは憐れみ深い方，快く許す方でした。エホバが憐れみ深い，快く許す方であるのと同じです。（列王第二 13:23）どのようにイエスに倣えるでしょうか。
13 わたしたちは，宣教奉仕に加わる熱意の薄れている人や奉仕に加わらなくなっている人を深く気遣うべきです。それら仲間の信者が以前に行なった，愛に根ざした業を今でも覚えています。10年，20年とそのような業を行なった人もいるかもしれません。（ヘブライ 6:10）それらの人が一緒でないことを本当に残念に思います。（ルカ 15:4-7。テサロニケ第一 2:17）では，どうすればその人に対する気遣いを表わせるでしょうか。
14 イエスは気落ちしていた使徒たちに，ガリラヤへ行きなさい，そうすればそこで会える，とお告げになりました。一種の特別集会に出席するように招いておられたのです。（マタイ 28:10）同様に今日わたしたちも，霊的に弱い人たちに，クリスチャン会衆の集会に出席するように励まします。それも，一度ならず勧め励ますことが必要でしょう。使徒たちの場合，その招きは効果を挙げました。「十一人の弟子はガリラヤに赴き，イエスが彼らのために取り決めた山に行った」のです。（マタイ 28:16）少し弱くなっていた人がわたしたちの温かい招きに同じようにこたえ応じて，再びクリスチャンの集会に出席するようになるなら，なんとうれしいことでしょう。―ルカ 15:6。
15 わたしたちは，少し弱くなっていたクリスチャンが王国会館に来たとき，どのように反応するでしょうか。ではイエスは，取り決められた集会の場所で，一時的に信仰が弱くなっていた使徒たちを見た時，どうされたでしょうか。『イエスは近づいて行って，彼らに話しかけました』。（マタイ 28:18）遠くから見つめたのではなく，自分から近づいて行かれたのです。イエスのほうから歩み寄ってくださったとき，使徒たちがどれほどほっとしたか，想像してみてください。わたしたちも自分のほうから歩み寄って，クリスチャン会衆に戻る努力を払った霊的に弱い人を温かく迎え入れることができますように。
16 イエスはほかに何を行なわれたでしょうか。第一に，「わたしは天と地におけるすべての権威を与えられています」と発表されました。第二に，「それゆえ，行って……人々を弟子とし（なさい）」と述べて，務めをお与えになりました。第三に，「いつの日もあなた方と共にいる」と約束なさいました。では，イエスがこの時しなかった事柄にお気づきですか。イエスは弟子たちを，過ちを犯したことや疑いを抱いたことで叱ったりはされませんでした。（マタイ 28:17）イエスのほうから近づいたことは効果的でしたか。確かにそうでした。ほどなくして，使徒たちは再び，『教え，良いたよりを宣明する』ようになったのです。（使徒 5:42）わたしたちも，弱っている人をどうみなし，どう扱うかに関してイエスの手本に倣い，地元の会衆でも同じような心温まる結果を見ることができるかもしれません。 ―使徒 20:35。
「いつの日もあなた方と共にいる」
17 イエスが任務を与えた際の，「いつの日もあなた方と共にいる」という最後の言葉は，人々を弟子とするようにというキリストの命令を果たそうと懸命に努力する人たちすべてに，心強いものを感じさせます。王国を宣べ伝える業に敵対者がどんな反対を加えようと，またわたしたちにどんな中傷を浴びせかけようとも，恐れる必要はありません。なぜなら，「天と地におけるすべての権威」を持つ指導者イエスが，わたしたちと共にいて支援してくださるからです。
18 「いつの日もあなた方と共にいる」というイエスの約束は，大きな慰めでもあります。人々を弟子とするようにというキリストの命令を遂行しようと懸命に努力するわたしたちには，喜びの日ばかりでなく，悲しみを感じる日もあります。（歴代第二 6:29）例えば，深く愛していた人を亡くして悲嘆に暮れる人もいます。（創世記 23:2。ヨハネ 11:33-36）老化による健康や体力の衰えと闘っている人もいます。（伝道の書 12:1-6）さらには，うつ病の重苦しい感情に押しつぶされそうな日々を送っている人もいます。（テサロニケ第一 5:14）また，厳しい経済的苦難を切り抜けようと苦闘する人も増えています。それでも，そのような問題にめげず，わたしたちは宣教奉仕に成功しています。生活における最も暗い日々も含め，「いつの日も」イエスが共にいてくださるからです。―マタイ 11:28-30。
19 この記事と前の記事ですでに理解しましたが，人々を弟子とするというイエスから与えられた任務は，すべての面を含む包括的なものです。イエスは，ご自分の命令をわたしたちがなぜ，またどこで遂行すべきかについて話されました。また，何を教えるべきか，またいつまでそうすべきかについても話されました。もちろん，この大きな任務を果たすのは易しいことではありません。しかし，キリストの権威という後ろ盾があり，キリストがすぐそばにいてくださるので，その任務を成し遂げることができます。あなたもそのことに同意されるのではないでしょうか。
[脚注]
ある参考文献は，イエスが『バプテスマを施し，そして教えなさい』とではなく，「バプテスマを施し，……教えなさい」と言われたことを指摘しています。したがって，バプテスマを施すよう，また教えるようにという命令は，「厳密には……二つの段階的な行為を指すのではなく」，むしろ，「教えることは継続的な過程であり，一部はバプテスマに先行し……一部はバプテスマに後続する」ものです。
弱っている人に対する見方や援助の仕方については，「ものみの塔」誌，2003年2月1日号，15-18ページにも情報が載せられています。
どのように答えますか
● イエスから命じられた事柄を守り行なうよう，どのようにして他の人を教えますか
● 新しい弟子は会衆内の他の人たちからどんなことを学べますか
● 霊的に弱くなった人を助けるために何ができますか
● 「いつの日もあなた方と共にいる」というイエスの約束からどんな力と慰めが得られますか
[研究用の質問]
 1 弟子フィリポとエチオピアから来た男性との間で，どんな会話がなされましたか。
 2 （イ）エチオピア人の述べた返事は，どんな点で意味深いものでしたか。（ロ）人々を弟子とするというキリストから与えられた任務に関連した，どんな質問について考えますか。
 3 （イ）人はどのようにしてイエス･キリストの弟子になりますか。（ロ）人々を弟子とすることには，何を教えることが含まれますか。
 4 （イ）命令を守り行なうとは，どうすることですか。（ロ）キリストの命令を守り行なうように教えることについて，例えで説明してください。
 5 聖書研究をしている人が，人々を弟子とするようにというキリストの命令に従うのをためらう場合があるのはなぜですか。
 6 （イ）聖書研究生を助けるとき，どうすればフィリポの手本に倣えますか。（ロ）聖書研究生が宣べ伝える業に参加しはじめる時，どのように関心を払えますか。
 7 「すべてを守り行なう」ように教えることには，どんな命令を教えることも含まれますか。
 8 愛を示すようにという命令を新しい弟子がどのように学ぶか，例えで説明してください。
 9 新しい弟子は，愛を示すようにという命令を守り行なうとはどういうことかを，どのように学びますか。
10 （イ）人々を弟子とすることを，いつまで続けますか。（ロ）割り当てられた務めを遂行することに関して，イエスはどんな手本を残されましたか。
11 クリスチャン兄弟姉妹の中には，どうなった人もいますか。わたしたちはどんなことを自問すべきですか。
12 （イ）イエスの死の直前に，使徒たちはどうしましたか。（ロ）使徒たちが重大な弱さを示したにもかかわらず，イエスは使徒たちをどのように扱われましたか。
13 霊的に弱くなっている人たちをどう見るべきですか。
14 イエスに倣って，弱い人をどのように助けることができますか。
15 集会場所に来た弱い人を迎え入れる点で，イエスの手本にどのように倣えますか。
16 （イ）追随者たちに対するイエスの接し方からどんなことを学べますか。（ロ）弱った人に対するイエスの見方をどのように反映できますか。（脚注をご覧ください。）
17，18 「いつの日もあなた方と共にいる」というイエスの言葉には，どんな心強いものがありますか。
19 （イ）人々を弟子とするというイエスから与えられた任務には，どんな指示が含まれていますか。（ロ）キリストから与えられた任務を果たすことができるのはなぜですか。
[15ページの図版]
教え，また手引きしなければならない
[17ページの図版]
新しい弟子は他の人たちの手本から良い教訓を学ぶ












^ 8節 （使徒 23:12-35） 夜が明けると，ユダヤ人たちは皆で陰謀をたくらみ，パウロを殺すまでは食べたり飲んだりしないと誓った。 13 40人以上がそう誓って陰謀に加わっていた。 14 この人たちは祭司長と長老たちの所に行ってこう言った。「私たちは，パウロを殺すまでは何も食べないと厳粛に誓いました。 15 それで皆さんとサンヘドリンとで，彼の件を徹底的に調べたいふりをし，彼を連れてきてほしいと軍司令官に頼んでください。私たちは，彼が近くに来る前に，殺す段取りをしておきます」。 16 しかし，パウロのおいが彼らの待ち伏せのことを耳にし，兵営に入って，そのことをパウロに伝えた。 17 パウロは士官の1人を呼んで，「この若者を軍司令官の所に連れていってください。お伝えすることがあるのです」と言った。 18 それで士官は軍司令官の所に彼を連れていき，「囚人のパウロに呼ばれ，この若者をあなたの所に連れていくよう頼まれました。お話しすることがあるとのことです」と言った。 19 軍司令官は若者の手を引いて人のいない所に行き，「何を伝えに来たのか」と尋ねた。 20 若者は言った。「ユダヤ人たちは，パウロを明日サンヘドリンに連れてくるようあなたに頼むことで合意しました。彼の件をもっと詳しく知りたいふりをするようです。 21 でも，聞き入れないでください。ユダヤ人が40人以上待ち伏せていて，パウロを殺すまでは食べたり飲んだりしないと誓っています。もう段取りをして，あなたの承諾を待っています」。 22 軍司令官は，「これを私に知らせたことは誰にも言うな」と命じてから，若者を行かせた。 23 それから2人の士官を呼び寄せて，こう言った。「兵士200人，騎兵70人，槍兵200人を夜の9時にそろえ，カエサレアまで行けるようにしなさい。 24 パウロが乗る馬も準備し，総督フェリクスのもとに安全に連れていけるようにしなさい」。 25 そして次のような手紙を書いた。 26 「クラウディウス･ルシアスから，総督フェリクス閣下へ。ごあいさつ申し上げます。 27 この男はユダヤ人に捕らえられ，殺されるところでしたが，ローマ市民だと知りましたので，兵士たちを連れて急行し，救出しました。 28 私はユダヤ人が彼を訴える理由を知りたいと思い，彼をサンヘドリンに連れていきました。 29 そして，この男がユダヤ人の律法上の問題で訴えられているのであって，死刑や拘禁に値する事柄で告発されているのではないことを知りました。 30 しかし，この男に対する陰謀が私に知らされましたので，直ちに彼をあなたのもとにお送りして，告訴人たちには，あなたの前で訴えるようにと命じる次第です」。 31 兵士たちは命令通りにパウロを引き受け，夜の間にアンテパトリスに連れていった。 32 次の日には，騎兵たちにパウロを任せて，兵営に帰った。 33 騎兵たちはカエサレアに入って総督に手紙を渡し，パウロも引き渡した。 34 総督は手紙を読み，パウロがどの州の出身かを尋ねて，キリキア出身であることを知った。 35 総督は，「告訴人たちも到着したら，あなたの言い分を詳しく聞こう」と言った。そして，パウロをヘロデ宮殿*内で監視しておくように命令した。

または，「官邸」。





^ ***喜歌 55番 恐れてはいけない！***
55番
恐れてはいけない！
（マタイ 10:28）
1. 王国の知らせ 恐れず語れ
敵が行く手を阻むとしても
天でキリストは敵を倒した
間もなく罪から 人 解き放つ
（※ 繰り返し）
恐れなくていい 敵多くても
私が必ずあなたを守る
2. 敵たちが脅し欺くときも
うその笑顔でほほ笑むときも
恐れず戦え 勝利の日まで
私は与える みなぎる力
（※ 繰り返し）
恐れなくていい 敵多くても
私が必ずあなたを守る
3. 忠誠貫き戦う人を
私が守る 大盾となり
命を落とした忠実な人
私が再び命与える
（※ 繰り返し）
恐れなくていい 敵多くても
私が必ずあなたを守る
（申 32:10; ネヘ 4:14; 詩 59:1; 83:2，3も参照。）



^ ***喜歌 38番 神はあなたを強い人にしてくださる***
38番
神はあなたを強い人にしてくださる
（ペテロ第一 5:10）
1. あなたは世の闇の中で
真理を求めていた
エホバはその願いかなえ
あなたを導かれた
真の光の中へ
引き寄せてくださった
（※ 繰り返し）
あなたの命 その心も
エホバのもの 永遠まで
神はあなたをいつも守り
強い人にしてくださる
2. 愛する子のイエスさえも
与えたエホバ神は
どんな時もあなたのこと
優しく気遣われる
神のために示した
あなたの愛忘れず
（※ 繰り返し）
あなたの命 その心も
エホバのもの 永遠まで
神はあなたをいつも守り
強い人にしてくださる
（ロマ 8:32; 14:8，9; ヘブ 6:10; ペテ一 2:9も参照。）



^ ***塔09 1/15 13–14ページ あなたは『神の過分のご親切を扱う家令』ですか***
「互いに対する奉仕」
5 ペテロは，クリスチャン会衆の成員すべてに語りかけ，「何よりも，互いに対して熱烈な愛を抱きなさい」と言ったあと，さらに，「各々が受けた賜物に応じ，……互いに対する奉仕にそれを用いなさい」と述べています。（ペテ一 4:8，10）ですから，会衆内の一人一人が，仲間のクリスチャンを築き上げることに加わるべきなのです。わたしたちは，エホバに属する何らかの貴重なものを託されており，それを他の人々に分け与える責任があります。それにしても，何を託されているのでしょうか。ペテロによれば，「賜物」を託されています。それは何のことですか。どのように『互いに対する奉仕に用いる』のでしょうか。
6 神の言葉は，『あらゆる良い賜物，またあらゆる完全な贈り物は上から来る』と述べています。（ヤコ 1:17）実のところ，エホバがご自分の民に託しておられる賜物はどれも，過分のご親切の表われです。エホバが下さる際立った賜物の一つは，聖霊です。わたしたちはその賜物のおかげで，愛，善良，温和など，敬虔な特質を培うことができ，その培った特質ゆえに，信仰の仲間に心からの愛情を示し，進んで仲間を支えます。真の知恵や知識も，聖霊の助けによって得られる良い賜物の一部です。（コリ一 2:10-16。ガラ 5:22，23）実際，自分にあるエネルギー，能力，才能などはみな，天の父の賛美また誉れとなるように用いるべき賜物とみなせるでしょう。わたしたちには，自分の能力や特質を，信仰の仲間に神の過分のご親切の表われを差し伸べるために用いるという，神から与えられた責任があります。
『奉仕にそれを用いる』― どのように？
7 わたしたちが受けた賜物に関して，ペテロは，「各々が受けた賜物に応じ，……それを用いなさい」とも述べています。この「に応じ」という表現は，特質や能力が種類のみならず程度においても様々に異なる，ということを示しています。それでも，各々は『互いに対する奉仕にそれ[つまり，受けた何らかの賜物]を用いる』よう勧められています。しかも，「りっぱな家令として……それを用いなさい」とあり，これは命令です。ですから，わたしたちはこう自問すべきでしょう。『わたしは実際，託されている賜物を，信仰の仲間を強めるために用いているだろうか』。（テモテ第一 5:9，10と比較。）『それとも，エホバから受けた能力を，おもに自分自身の益のために ― 例えば，富や社会的地位を得るために ― 用いているだろうか』。（コリ一 4:7）自分の賜物を「互いに対する奉仕に」用いるなら，エホバは喜んでくださいます。―箴 19:17。ヘブライ 13:16を読む。
8 神の言葉は，1世紀のクリスチャンが互いに対して奉仕した，さまざまな方法に言及しています。（ローマ 15:25，26; テモテ第二 1:16-18を読む。）同様に今日でも，真のクリスチャンは，自分の賜物を信仰の仲間のために用いるようにという命令を心から誠実に実行しています。どのようにでしょうか。
9 多くの兄弟たちは，集会のプログラムの一部を準備するために，毎月何時間も費やしています。そうした聖書の研究によって見いだした霊的に貴重なものを集会で皆に分かつとき，示唆に富むその言葉は，会衆内のすべての人にとって，耐え忍ぶための力になります。（テモ一 5:17）信仰の仲間に温かく同情心をもって接することで知られている兄弟姉妹も少なくありません。（ロマ 12:15）憂いに沈んだ人を定期的に訪問して一緒に祈っている人もいます。（テサ一 5:14）また，試練のもとにある仲間のクリスチャンを思いやり，心のこもった励ましの言葉を書いて渡している人もいれば，身体的な制約のある人を親切に，会衆の集会に出席できるよう助けている人もいます。災害時には，幾千幾万もの証人たちが救援活動に参加して，信仰の仲間の損壊した家屋の再建を援助します。そのような兄弟姉妹が仲間を気遣って示す優しい愛情や差し伸べる実際的な援助はどれも，「さまざまな仕方で表わされる神の過分のご親切」の具体的な表明なのです。―ペテロ第一 4:11を読む。









^ 4節 （サム一 15:13-24） サムエルがついにサウルの所に行くと，サウルは言った。「あなたにエホバの祝福がありますように。私はエホバが言った通りにいたしました」。 14 サムエルは言った。「では，聞こえてくるこの羊の鳴き声，牛の鳴き声は何ですか」。 15 サウルは言った。「部下たちがアマレク人の所から連れてきました。彼らが羊や牛の最も良いものを生かしておいた*のです。あなたの神エホバに犠牲として捧げるためです。でも，ほかのものは滅ぼし尽くしました」。 16 サムエルはサウルに言った。「もう結構です！ エホバが昨夜私に話したことを教えましょう」。サウルは言った。「お話しください」。 17 サムエルは言った。「あなたがイスラエルの諸部族の長にされた時，エホバがあなたを選んで*イスラエルの王にした時，あなたは自分のことを取るに足りない者と思っていたのではないですか。 18 その後エホバはあなたに任務を与え，『罪深いアマレク人を滅ぼし尽くしに行きなさい。全滅させるまで戦いなさい』と言いました。 19 それなのに，どうしてエホバの言うことに従わず，貪欲にも敵のものに飛び付き，エホバから見て悪いことをしたのですか！」 20 サウルはサムエルに言った。「でも，私はエホバの言ったことに従いました！ エホバからの任務を果たしに出掛けました。アマレクの王アガグを連れてきて，アマレク人を滅ぼし尽くしました。 21 でも部下たちが，敵のものの中から羊と牛の最も良いものを取ったのです。ギルガルであなたの神エホバに犠牲として捧げて滅ぼし尽くすためです」。 22 サムエルは言った。「エホバの言うことに従うよりも，動物を焼いて捧げた方が，エホバは喜んでくださるのでしょうか。いいですか。犠牲よりも，従うことが重要であり，雄羊の脂肪よりも，注意を払うことが重要なのです。 23 反抗は占いの罪と同じで，出過ぎた行動は魔力や偶像*を使うのと同じです。あなたがエホバの言葉を退けたので，神もあなたを王位から退けました」。 24 サウルはサムエルに言った。「私は罪を犯しました。エホバの命令とあなたの言葉を踏み越えました。部下たちを恐れて，言うことを聞き入れたのです。

または，「に同情した」。
直訳，「に油を注いで」。
直訳，「テラフィム像」。家の神や偶像のこと。





^ ***喜歌 54番 「これが道である」***
54番
「これが道である」
（イザヤ 30:20，21）
1. 進もう 平和満ちる道
イエスが教えたこの道
エホバの言葉を学んで
見つけた 平和のこの道
（※ 繰り返し）
これこそ命の道
離れない どんなときも
エホバは呼び掛ける
「これこそ命の道」
2. 歩もう 愛あふれる道
迷いはもう みじんもない
豊かな神の愛受けて
ひたすら歩む 愛の道
（※ 繰り返し）
これこそ命の道
離れない どんなときも
エホバは呼び掛ける
「これこそ命の道」
3. さあ行こう 命への道を
後ろへ戻ることはない
ほかには見いだせない道
平和と愛もたらす道
（※ 繰り返し）
これこそ命の道
離れない どんなときも
エホバは呼び掛ける
「これこそ命の道」
（詩 32:8; 139:24; 格 6:23も参照。）



^ ***喜歌 34番 高潔さを捨てずに歩む***
34番
高潔さを捨てずに歩む
（詩編 26編）
1. エホバよ この私の
心の奥どうか調べ
精錬してください
あなたの目にかなうように
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
2. 真実隠す人や
争う人 友とせずに
エホバの真理愛し
命の道歩んでいく
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
3. エホバの家を愛し
この崇拝 清く保ち
あふれる感謝歌い
神の栄光 日々たたえる
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
（詩 25:2も参照。）









^ ***喜歌 77番 闇に差す光***
77番
闇に差す光
（コリント第二 4:6）
1. 深い闇の中 光が差す
やがて訪れる 新たな日が
（※ 繰り返し）
光 放つ
希望の言葉 道を照らす
光 満ちる
輝くあした 近づく
2. 人に呼び掛ける 目を覚ませと
希望差し伸べる
祈り込めて
（※ 繰り返し）
光 放つ
希望の言葉 道を照らす
光 満ちる
輝くあした 近づく
（ヨハ 3:19; 8:12; ロマ 13:11，12; ペテ一 2:9も参照。）



^ ***喜歌 142番 希望をしっかり持ち続ける***
142番
希望をしっかり持ち続ける
（ヘブライ 6:18，19）
1. 人は絶えず道に迷い
救い求め風を追う
罪の力逆らえず
力 希望なくす
（※ 繰り返し）
元気出して さあ歌おう
王国救い もたらす
希望つかみ離さず
命のいかり頼ろう
2. エホバの日は近づいたと
告げる声が鳴り響く
神は悪を終わらせて
皆の希望かなう
（※ 繰り返し）
元気出して さあ歌おう
王国救い もたらす
希望つかみ離さず
命のいかり頼ろう
（詩 27:14; 伝 1:14; ヨエ 2:1; ハバ 1:2，3; ロマ 8:22も参照。）



^ ***塔04 7/1 23–29ページ 心痛もありましたが，満足のいく人生でした***
ライフ･ストーリー
心痛もありましたが，満足のいく人生でした
オードリー･ハイド
エホバの証人の世界本部で過ごした59年を含め，63年余りの全時間奉仕を振り返ってみますと，本当に満足のいく人生だったと思います。確かに，最初の夫ががんで徐々に死に向かい，2番目の夫にアルツハイマー病の恐ろしい症状が現われるのを見るのは，非常につらいことでした。とはいえ，そうした悲しい出来事に面しても喜びを保つことができました。どのようにしてそうしたのか，お話ししたいと思います。
米国コロラド州北東部，ネブラスカ州との境界に近い草原地帯にハクストンという小さな町があります。私はこの町の近くの農場で子ども時代を過ごしました。父オリル･モックと母ニーナ･モックの間には6人の子どもがおり，私はその5番目です。1913年から1920年までに，ラッセル，ウェイン，クララ，アルディスが誕生し，その翌年に私が，1925年にカルティスが生まれました。
母は1913年に聖書研究者 ― 当時，エホバの証人はそう呼ばれていた ― になりました。やがて，家族はみなエホバの証人になりました。
大草原での健康的な暮らし
父は進取の気性に富む人で，我が家の農場の建物にはどれも，当時としては非常に珍しく，電灯が付いていました。農場で昔から取れるもの ― 鶏の卵，牛乳やクリームやバターなど ― の恩恵にもあずかりました。馬を使って土地を耕し，小麦やトウモロコシはもちろん，イチゴやジャガイモの栽培もしました。
子どもたちはみな働くことを学ばなければならない，というのが父の考えでした。それで，私も学校へ上がる前から畑仕事を教えられました。太陽の照りつける暑い夏の日に，延々と続くうねを鍬で耕したのを覚えています。『いつになったら端までたどり着くのだろう』と思いました。汗が体を伝って流れ落ちましたし，ハチにも刺されました。よその子たちは私たちほど働かなくてもよかったので，自分が惨めに思えることもありました。でも今では，子ども時代に働くことを教えられて感謝しています。
我が家では皆に仕事が与えられました。乳搾りは姉のアルディスのほうが上手だったので，私の仕事は馬小屋の掃除と馬ふんの片づけでした。でも，楽しい時もあり，いろいろなことをして遊びました。アルディスと私は地元のチームに入ってソフトボールをしました。私はピッチャーか三塁手をし，アルディスは一塁を守りました。
草原地帯の晴れた夜空はとても美しく，満天の星を見ながら創造者エホバ神に思いをはせたものです。まだ子どもでしたが，詩編 147編4節の「神は星の数を数えておられ，そのすべてを各々の名で呼ばれる」という言葉について考えました。そういう時はたいてい我が家の犬のジャッジもそばにいて，私のひざの上に頭を載せ，私に付き合ってくれました。午後のひととき，ポーチに腰を下ろし，風が吹き抜ける青々とした小麦畑に見とれることもよくありました。陽を浴びて麦は銀色に輝いて見えました。
母の良い模範
母は父によく尽くす人でした。父は常に一家の頭であり，子どもたちは父を敬うよう母から教えられました。父も1939年にエホバの証人になりました。父は子どもたちにきつい仕事を与え，甘やかすことはありませんでしたが，私たちを愛してくれていることは分かっていました。冬になるとよく，馬そりを仕立てて乗せてくれました。きらきら光る雪のきれいだったこと！
とはいえ，神を愛し聖書に敬意を払うよう教えてくれたのは母でした。私たちは，神のお名前がエホバであること，神が命の源であることを学びました。（詩編 36:9; 83:18）神が私たちの喜びを奪うためではなく益のために指針を与えてくださったことも知りました。（イザヤ 48:17）母はいつも，私たちにはなすべき特別の仕事があることを思い起こさせました。イエスは追随者たちに，「王国のこの良いたよりは，あらゆる国民に対する証しのために，人の住む全地で宣べ伝えられるでしょう。それから終わりが来るのです」と言われたのです。―マタイ 24:14。
子どものころは，学校から帰って母の姿が見えないといつも母を捜しに行きました。6歳か7歳の時ですが，母を家畜小屋で見つけたことがありました。そのうちに激しい雨が降り始めました。それで私は2階の干し草置き場で，神はもう一度大洪水を起こされるのかしら，と母に尋ねました。すると母は，洪水で再び地を滅ぼすことはしないと神は約束しておられるの，と言って安心させてくれました。当時は竜巻が起きることも珍しくなく，地下室に何度も逃げ込んだものです。
私の生まれる以前から，母は伝道に参加していました。兄弟姉妹が我が家で集まることもありました。みな天でキリストと共に生きる希望を持つ人々でした。母にとって家から家の伝道は易しいことではありませんでしたが，神への愛によって恐れを克服することができました。母は1969年11月24日に84歳で亡くなるまで忠実を保ちました。私が母の耳元で，「お母さん，天へ行ったら皆さんと会えますね」とそっと話しかけると，「本当にありがとう」と母は優しく答えました。そのような時に母のそばにいて，母の希望に対する私の確信を伝えることができ，とてもうれしく思いました。
私たちも伝道を始める
兄のラッセルは1939年に，エホバの証人が開拓者と呼ぶ，全時間の福音宣明者になりました。兄は1944年までオクラホマ州やネブラスカ州で開拓奉仕をした後，ニューヨークのブルックリン･ベテル，つまりエホバの証人の世界本部で奉仕するよう招かれました。私は1941年9月20日に開拓者となり，コロラド州，カンザス州，ネブラスカ州のいろいろな所で奉仕しました。開拓者として奉仕することはとても楽しい経験でした。エホバについて学ぶよう他の人を助けることができただけでなく，自分もエホバに頼ることを学べたからです。
ラッセルが開拓奉仕を始めたころ，ウェインは大学生でした。しばらく仕事に就いた後，東海岸の大学に通っていたのです。その後，ウェインもベテルに招かれ，ニューヨーク州イサカの近くの王国農場で何年か奉仕しました。そこでは，王国農場の小さな家族とブルックリン･ベテルの200人ほどの奉仕者のために食糧が生産されていました。ウェインは1988年に亡くなるまで，自分の技術や経験をエホバへの奉仕に用いました。
姉のアルディスはジェームズ･カーンと結婚して5人の子をもうけ，1997年に亡くなりました。もう一人の姉のクララは今もエホバに忠実に仕えています。私は，休暇の時にコロラド州のクララの家を訪ねることにしています。弟のカルティスは1940年代半ばにブルックリン･ベテルに来ました。カルティスの仕事は，トラックを運転して王国農場との間を行き来し，さまざまな品物や農産物を運ぶことでした。弟は独身を保ち，1971年に亡くなりました。
私の願い ― ベテル奉仕
兄たちがすでにベテルへ行っていたので，私もそこで奉仕したいと願うようになりました。私がベテルへ呼ばれたのは兄たちの良い模範があったからに違いないと思います。ベテルで奉仕したいという私の願いは，母から神の組織の歴史について聞き，終わりの日に関する聖書預言の成就を見るにつれて強まりました。私は祈りの中でエホバに，もしベテルで奉仕させてくださるなら，果たすべきクリスチャンの責務が生じるのでない限り決してベテルを離れません，と誓いました。
1945年6月20日，私はベテルに到着し，ハウスキーパーとして働くことになりました。13室を掃除し，26台のベッドを毎日整えることに加え，廊下や階段や窓を掃除するのが仕事でした。それは重労働でした。でも毎日，仕事をしながら自分に，「確かにあなたは疲れているわ。でも，あなたは神の家ベテルにいるのよ！」と言い聞かせました。
ベテル奉仕を始めて間もなく，とても恥ずかしい思いをしたことがあります。田舎育ちの私は，建物の階から階に物を運ぶための小さなエレベーターのことを「ダムウエーター」というのを知りませんでした。ある日，仕事場に電話がかかってきて，「ダムウエーターを下によこしてくださいますか」と言われました。電話はすぐ切れてしまったので，何をしたらよいのか分かりませんでした。でもその時，私がハウスキーパーを担当している階にウエーターの兄弟が住んでいるのを思い出し，その兄弟の部屋のドアをノックして言いました。「あのー，兄弟にキッチンへ降りてきて欲しいそうです」。
ネイサン･ノアとの結婚
1920年代以来，結婚を望むベテル奉仕者はベテルを出て他の場所で王国の関心事のために奉仕するよう求められていました。しかし1950年代初めには，ベテルでしばらく奉仕した兄弟姉妹が何組か，結婚後もベテルにとどまることを認められるようになりました。ですから私は，当時，世界的な王国の業で指導の任に当たっていたネイサン･H･ノアから関心を示された時，『この人ならベテルにとどまれるわ』と思いました。
ネイサンは，エホバの証人の世界的な活動を監督する面で多くの責任を担っていました。ですから包み隠さず，私が結婚を承諾する前に慎重に考えたほうがよい理由をたくさん挙げてくれました。当時，ネイサンはエホバの証人の世界中の支部を訪問するため頻繁に旅行し，何週間か留守にするのも珍しくありませんでした。そのため，私たちが長いあいだ離れ離れになることもあるだろう，と言いました。
幼いころ私は，春に結婚して太平洋の島ハワイへハネムーンに行くことを夢見ていました。でも実際には，1953年の冬，1月31日に結婚し，ハネムーンと言っても結婚式を挙げた土曜の午後と日曜を隣のニュージャージー州で過ごし，月曜には仕事を再開することになりました。もっとも1週間後に今度は1週間のハネムーンに出かけました。
勤勉な伴侶
ネイサンは1923年，18歳の時にベテルへ来ました。そして，エホバの証人の業において指導の任に当たっていたジョセフ･F･ラザフォードや，印刷施設の監督ロバート･J･マーティンなど，長年の経験を持つ兄弟たちから貴重な訓練を受けました。1932年9月にマーティン兄弟が亡くなった後，ネイサンは印刷施設の監督になりました。翌年，ラザフォード兄弟はネイサンを伴ってヨーロッパ各地のエホバの証人の支部を訪問しました。そして1942年1月にラザフォード兄弟が亡くなると，エホバの証人の世界的な業を監督する責任がネイサンに与えられました。
ネイサンは非常に前向きな人で，常に将来の拡大に備えて計画を立てていました。中には，この事物の体制の終わりが間近に迫っているのでそのようなことはふさわしくない，と考える人たちもいました。実際，ネイサンの計画を知ったある人は，「ノア兄弟，これはどういうことですか。信仰をお持ちではないのですか」と言いました。ネイサンはそれに対して，「もちろん，信仰はあります。しかしどうでしょう。たとえ終わりが期待したほど早くに来なかったとしても，用意ができていることになりますね」と答えました。
ネイサンがとりわけ強く実現を願っていたのは，宣教者のための学校の設立でした。こうして，1943年2月1日に宣教者の学校が王国農場で始まりました。当時，その農場では兄のウェインが奉仕していました。その学校は約5か月に及ぶ集中的な聖書研究の課程で成っていましたが，ネイサンは生徒たちが幾らかレクリエーションを楽しめるようにも取り計らいました。初期のクラスではネイサンも生徒たちと一緒にソフトボールをしていましたが，けがをして夏の地域大会に出席できなくなるといけないので途中からやめ，代わりに審判をしました。ネイサンがルールを大きく無視して，外国の生徒たちに有利な判定を下すと，生徒たちは大喜びしました。
ネイサンと共に旅行する
やがて，私もネイサンと一緒に外国へ旅行するようになりました。支部の自発奉仕者や宣教者たちと経験を語り合うのは楽しいことでした。また，兄弟姉妹の愛や専心をじかに見ることができましたし，兄弟たちが割り当てられている国での日課や生活環境についても知りました。何年もの間，そうした訪問に対する感謝の手紙をいただいてきました。
これまでの旅行を振り返ると，いろいろな経験が思い出されます。例えば，ポーランドに行った時，二人の姉妹が私のいるところでひそひそと，ささやき合っていました。「どうして小声で話しているのですか」と尋ねると，姉妹たちは，すみませんと言って，ポーランドではエホバの証人の業が禁じられていて家に盗聴器が仕掛けられているので小声で話すのが癖になってしまったんです，と説明しました。
禁令下のポーランドで奉仕した大勢のエホバの証人の一人に，アダハ姉妹がいます。姉妹はウェーブのかかった前髪を額に下ろしていましたが，ある時，前髪を上げて私に額の深い傷を見せました。それは迫害者に殴られたあとでした。私は兄弟姉妹が耐えなければならなかった残酷な仕打ちのあとをじかに見てたいへん心が痛みました。
ハワイはベテルの次に好きな場所です。1957年にハワイのヒロという都市で大会が開かれました。それは大規模な集まりで，出席者は地元の証人たちの総数を上回りました。市長はネイサンに歓迎のしるしとして市の鍵を渡すことさえしたのです。大勢の人が私たちを出迎え，首にレイをかけてくださいました。
1955年にドイツのニュルンベルクで開かれた大会も感動的でした。会場はかつてヒトラーの閲兵場だった所です。ヒトラーがドイツのエホバの民を根絶すると誓ったのは有名な話ですが，今やそのスタジアムをエホバの証人が埋め尽くしていたのです。私は涙を抑えることができませんでした。演壇は後部に144本の重厚な柱が立ち並ぶ，非常に大きなものでした。ステージからは10万7,000人を超す大聴衆を見渡すことができましたが，最後部まではかなりの距離があり，一番後ろの列はほとんど見えませんでした。
その大会では，ドイツの兄弟たちの忠誠心を感じましたし，兄弟たちがナチ政権下で迫害されていた間もエホバから力を与えられていたことが分かりました。私たちもエホバへの忠節と忠誠を保つ決意を強められました。ネイサンが結びの話をし，最後に聴衆に手を振って別れを告げると，聴衆の兄弟姉妹もすぐにハンカチを振って別れのあいさつをしました。聴衆席は美しい花畑のようでした。
1974年12月にポルトガルを訪ねたことも忘れ難い思い出です。私たちは，証言活動が法的に認められてから最初に開かれたリスボンでの集まりに出席しました。証言活動は50年間も禁じられていたのです。その当時，ポルトガルの王国伝道者は1万4,000人に過ぎませんでしたが，二つの集まりに4万6,000人以上の人々が出席しました。兄弟たちが，「もう隠れなくていいんです。自由になりました」とおっしゃるのを聞き，涙がこみ上げてきました。
私はネイサンと共に旅行していたころから今日まで，飛行機やレストランなどでの非公式の証言や，街路証言を楽しんでいます。文書をいつも携帯し，証言できるようにしています。以前，遅れている飛行機を待っていた時にある女性から，どちらで働いているのですか，と尋ねられました。それがきっかけとなって，その女性や周りの人たちとの会話が始まりました。このようにベテル奉仕と宣べ伝える活動により，忙しくてとても幸福な生活を送ってきました。
病気，そして別離の際の励まし
ネイサンは1976年にがんになり，私はベテル家族と共にネイサンの看護に当たるようになりました。当時は，世界各地の支部の成員が訓練を受けるためブルックリンに滞在していました。ネイサンの健康状態は悪化していましたが，私たちはそのような兄弟姉妹を部屋に招くようにしました。大勢の方が来てくださったことを思い出します。ドン･スティールとアーリーン･スティール，ロイド･バリーとメルバ･バリー，ダグラス･ゲストとメアリー･ゲスト，マーティン･ポエツィンガーとゲルトルート･ポエツィンガー，プライス･ヒューズなどです。兄弟姉妹はよくご自分の国の経験を話してくださいました。禁令下の兄弟たちが確固とした態度を保っておられるという話にはとりわけ心を打たれました。
自分の死が近いことを知ったネイサンは，私がやもめになった時に備えて良いアドバイスをしてくれました。ネイサンは，「わたしたちの結婚生活は幸福だったね。同じような経験ができる夫婦はそれほど多くないと思うよ」と言いました。私たちが幸福な結婚生活を送れたのは，一つにはネイサンがよく気がつく人だったからだと思います。例えば，私たちは旅行でいろいろな人に会いましたが，ネイサンは私によくこう言いました。「オードリー，わたしが君に紹介しない人がたまにいるかもしれないが，それはその人の名前を思い出せないからなんだ」。そのことを前もって教えてもらい，とてもうれしく思いました。
ネイサンは，「わたしたちには死後に確かな希望がある。もう苦しむ必要はなくなるんだ」とも言いました。そして強くこう勧めました。「将来に目を向けよう。そこに報いがあるのだから。過去に生きてはいけないよ。思い出が続くとしてもね。時間が心の傷をいやしてくれるだろう。苦々しく思ったり自分を哀れんだりしてはいけないよ。うれしいことや祝福を経験できたことを喜ぼう。しばらくすれば，思い出は喜びを与えてくれるだろう。思い出は神からの贈り物なんだ」。そしてこう言いました。「いつも忙しくしていなさい。人のためになることを行なうようにしなさい。そうすれば，生きていることは喜びになる」。その後，ネイサンは1977年6月8日に地上での歩みを終えました。
グレン･ハイドとの結婚
ネイサンは私に，過去の思い出と共に生きることもできるが，新しい生活を築くこともできる，と話していました。それで私はニューヨーク州ウォールキルのものみの塔農場へ移った後，1978年にグレン･ハイドと結婚しました。グレンはとてもハンサムで物静かな，優しい人でした。エホバの証人になる以前，米国が日本と戦争をしていた時は海軍兵でした。
グレンは哨戒用魚雷艇の機関室に配属され，エンジンの騒音により聴力を幾らか失いました。戦後は消防士になりましたが，戦時中の体験のために何年も悪夢に悩まされました。後に，秘書の非公式の証言を通して聖書の真理を知りました。
グレンは1968年にベテルへ呼ばれ，ブルックリンで消防隊員として働くようになりました。その後，ものみの塔農場に消防車が置かれたため，グレンは1975年に農場へ移りました。やがてグレンはアルツハイマー病になり，結婚の10年後に亡くなりました。
この状況にどう対処したらよいのでしょう。この時も，死期の近いことを知ったネイサンがかつて教えてくれた事柄から慰めを得ました。やもめになった時のためにネイサンが書いてくれたアドバイスを何度も読み返しました。今でも，配偶者を亡くした方にネイサンのアドバイスについてお話しすることがあります。その方たちにとっても慰めとなっています。確かに，ネイサンが私に勧めたように，将来に目を向けるのは良いことです。
貴重な兄弟関係
私がこれまで幸福で満足のいく人生を送ることができたのは，何よりもベテル家族の愛する友人たちのおかげです。特にエスター･ロペスとは親しくしてきました。彼女は1944年にものみの塔ギレアデ聖書学校の第3期のクラスを卒業しました。その後1950年2月にブルックリンに戻り，聖書文書をスペイン語に翻訳する奉仕をしました。ネイサンがベテルを留守にした時は，エスターが親しい友となってくれました。エスターも現在，ものみの塔農場にいます。90代半ばになり，健康が衰えているため，ベテルの診療室で世話を受けています。
私の身近な親族で今も健在なのは，ラッセルとクララだけです。兄のラッセルは90歳を超えていますが，ブルックリン･ベテルで忠実に奉仕しています。兄は結婚後もベテルにとどまることを認められたごく初期の人で，1952年に仲間のベテル奉仕者ジーン･ラーソンと結婚しました。ジーンの兄マックスは1939年にベテルに来て，1942年にネイサンの後任として印刷施設の監督になりました。マックスは今もベテルで多くの責任を担っており，多発性硬化症と闘う愛する妻ヘレンの世話も行なっています。
エホバへの全時間奉仕に携わった63年余りを振り返ってみますと，本当に満足のいく人生だったと思います。ベテルは私の家となり，今も心の喜びをもってベテルでの奉仕を続けています。両親が私たちに働くことの大切さを教え，エホバに仕えたいという願いを植え付けてくれたおかげだと思います。とはいえ，人生を本当に満足のいくものにするのは，素晴らしい兄弟関係であり，楽園となった地上で偉大な創造者，唯一まことの神エホバにとこしえにお仕えしながら，わたしたちの兄弟姉妹と共に生活できるという希望なのです。
[24ページの図版]
結婚式の日の両親，1912年6月
[24ページの図版]
左から: ラッセル，ウェイン，クララ，アルディス，私，カルティス。1927年
[25ページの図版]
開拓奉仕をしていたころ。両側にいるのはフランシス･マクノートとバーバラ･マクノート，1944年
[25ページの図版]
ベテルにて，1951年。左から: 私，エスター･ロペス，義理の姉ジーン
[26ページの図版]
ネイサンおよびネイサンの両親と共に
[26ページの図版]
ネイサンと共に，1955年
[27ページの図版]
ネイサンと共に，ハワイにて
[29ページの図版]
2番目の夫グレンと共に



^ ***塔95 12/1 11ページ あきらめてはなりません！***
ヤコブ 3章2節は述べています。自分がつまずいたとき，自責の念に駆られるのはごく自然なことです。（詩編 38:3-8）もし肉の弱さと闘っていて，繰り返し敗北を経験するなら，自責の念は特に強くなる場合があります。 そのような苦闘をしたあるクリスチャンはこう説明しています。「自分が許されない罪を犯したのかどうか分からなくて，生きてゆくのが嫌になりました。私の場合，どうせもう手遅れなんだから，エホバへの奉仕に励んでも仕方がない，と思いました」。わたしたちは，自分を責めてばかりいて自分自身に愛想を尽かすとき，悪魔に絶好のチャンスを与えているのです。そして，悪魔はすかさずそのチャンスを利用することがあるのです。（コリント第二 2:5-7，11）必要なのは，自責の念に対するもっと平衡の取れた見方かもしれません。
9 罪を犯したとき，ある程度は自責の念を抱くのももっともなことです。しかし，時には，クリスチャンとして自分は決して神の憐れみに値しないと考え，自責の念がなかなか消えないこともあります。それでも，聖書はわたしたちに次のような温かい保証の言葉を与えています。「わたしたちが自分の罪を告白するなら，神は忠実で義なる方ですから，わたしたちの罪を許し，わたしたちをすべての不義から清めてくださいます」。（ヨハネ第一 1:9）神はわたしの場合にはそうされない，と考えるもっともな理由が何かあるでしょうか。忘れないでください，エホバはご自分のみ言葉の中で，わたしは『進んで許す』と言っておられるのです。（詩編 86:5; 130:3，4）神は偽ることのできない方ですから，わたしたちが悔い改めの心をもって神に近づくなら，み言葉の約束どおりに行なってくださいます。―テトス 1:2。
10 あなたは，もしある弱さを克服したいと思っていたのにまたその弱さに負けてしまったなら，どうすべきでしょうか。あきらめてはなりません。弱さに負けることがあっても，必ずしも，それまでに遂げた進歩がそれですべて無に帰するわけではありません。本誌の1954年5月1日号は，次のような心温まる保証の言葉を述べていました。『わたしたちは，自分の以前の生活の型に殊のほか深く根ざした何らかの悪い癖があって，何度もそれにつまずいて倒れる[かもしれません]。……絶望してはなりません。許されない罪を犯したのだと決めてかからないでください。サタンはあなたがまさにそう推論することを望んでいるのです。あなたが自分自身のことで憂え，悩んでいるということ自体，いい気になっているわけではないことの証拠です。神の許しと清めと助けを求めることに，決してうみ疲れてはなりません。へりくだって真剣に神に頼ってください。同じ弱さのことでどれほど頻繁に近づかなければならないとしても，子供が困った時に父親のもとに行くようにエホバに近づいてください。そうすれば，エホバは過分の親切を施す方ですから，慈しみ深く助けを与えてくださり，もしあなたが誠実であるなら，自分にはもう良心にやましいところはないという自覚を持たせてくださるでしょう』。
自分は十分に行なっていない，と思えても
11 王国を宣べ伝える業はクリスチャンの生活の中で重要な位置を占めており，その業に参加することは喜びをもたらします。（詩編 40:8）しかし，中には，宣教でより多くのことを行なえないために強い自責の念を抱くクリスチャンもいます。そのような自責の念を抱くと，喜びは失われ，エホバから自分は十分に行なっていないと見られているように思えて，良い努力をあきらめてしまうことにもなりかねません。ある人たちがどんな感情を克服しようと努力したか，考えてみてください。
夫と共に3人の子供を育てているあるクリスチャンの姉妹はこう書いています。「貧しいと何をするにも時間がかかる，ということをご存じでしょうか。私は，できる時はいつでも節約しなければなりません。これは要するに，中古品割引や在庫一掃セールをしている店を探し回ったり，時には衣服を繕ったりするために時間が取られるということです。



^ ***塔11 8/1 20–21ページ 聖書は人の生き方を変える***
ました。わたしよりも先に聖書研究を始めていた妻は，わたしの変化に感銘を受け，いっそう急速な進歩を遂げました。間もなく，わたしたちはどちらもエホバの証人になりたいと思うようになり，同じ日にバプテスマを受けました。
どんな益を受けたか: 妻とわたしは，エホバとの親しい関係を築くよう子どもたち3人を助けることに喜びを感じています。わたしたち家族は本当に幸福です。わたしは，み言葉 聖書に収められている真理に引き寄せてくださったエホバに感謝しています。その真理は人々の生き方を確かに変えることができます。わたしはまさにその生きた証なのです。
「今のわたしは清く，生き生きとしており，健やかです」。―ビクトリア･トン
生まれた年: 1957年
生まれた国: オーストラリア
かつては: 不幸な子ども時代を過ごした
過去の歩み: わたしは，7人兄弟の一番年上で，ニュー･サウス･ウェールズ州のニューカッスルで育ちました。アルコール依存症の父は暴力を振るい，母も粗暴な人でした。母からは文字どおりの暴力だけでなく言葉による暴力も加えられ，『お前は悪い子だから，地獄で責め苦に遭う』とよく言われました。そのような脅しに，わたしは怯えました。
母から暴行を受けて怪我をしたため学校に行けない，ということも少なくありませんでした。11歳の時，両親のもとから保護されて，最初は施設に移され，後に修道院に入れられました。そして，14歳になった時に，修道院から逃げ出しました。家にも帰りたくなかったので，シドニー郊外のキングズクロスの路上で生活しました。
路上生活をしているうちに，薬物や酒，ポルノ，売春に手を染めるようになりました。そして，本当に怖い思いをしました。ナイトクラブのオーナーのアパートに泊めてもらっていたところ，ある晩，二人の男性がそのオーナーに会いに来ました。わたしは寝室に行かされましたが，彼らの会話が聞こえてきました。オーナーはわたしをその男たちに売り飛ばそうとしていたのです。男たちは，わたしを貨物船に潜ませて日本に連れて行き，バーで働かせるつもりでした。わたしは恐怖に駆られてベランダから飛び降り，助けを求めて逃げました。
そして，シドニーに来ていた，通りすがりの男性に声をかけ，自分の事情を説明しました。お金を幾らかでももらえれば，と思ったのです。ところがその人は，自分の滞在先にわたしを招き，わたしがシャワーを浴びて食事を取れるようにしてくれました。結局，わたしはそこに居着いてしまい，1年後にその人と結婚しました。
聖書によってどのように生き方が変わったか: わたしは，エホバの証人と聖書を研究し始めた時，様々な感情を味わいました。サタンが諸悪の根源であることを知った時には，腹が立ちました。それまでずっと，人を苦しませているのは神だと教えられていたからです。また，神が人を地獄で罰したりはしないことを知った時には，とても安心しました。物心ついてからずっとその教えに怯えていたからです。
また，証人たちが何でも聖書の教えに基づいて決定することに感銘を受けました。彼らは信仰を実践しているのです。わたしは気難しい人間でしたが，わたしが何を言おうと何をしようと，証人たちは愛と敬意をもって接してくれました。
一番大変だったのは，自分には何の価値もないという感情との闘いでした。強い自己嫌悪を抱いていて，その感情は，バプテスマを受けてエホバの証人となったあとも長いあいだ消えませんでした。自分がエホバを愛していることは分かっていましたが，エホバがわたしのような者を愛してくださるなどとは思えなかったのです。
転機が訪れたのは，バプテスマを受けてから15年後のことです。エホバの証人の王国会館で話を聞いていた時，話し手がヤコブ 1章23，24節に言及しました。その聖句は神の言葉を鏡になぞらえており，その鏡を使うなら自分自身に関してエホバと同じ見方ができる，ということでした。わたしは，自分がエホバとは異なる見方をしているのではないか，と思い始めました。最初のうちは，この新しい考えに抵抗感がありました。依然として，エホバに愛していただくなんて大それたことだと思っていたからです。
数日後，ある聖句を読んで人生が一変しました。それはイザヤ 1章18節です。その節でエホバはこう述べておられます。「さあ，来るがよい。わたしたちの間で事を正そう……。たとえあなた方の罪が緋のようであっても，それはまさに雪のように白くされ，たとえ紅の布のように赤くても，まさに羊毛のようになる」。わたしはエホバがわたしに，「さあ，ビッキー，わたしたちの間で事を正そう。わたしはあなたを，あなたの罪を，あなたの心を知っている。そして，あなたを愛しているのだ」と語りかけてくださっているかのように感じたのです。
その夜は眠れませんでした。エホバがわたしを愛してくださるとはまだ思えなかったのですが，イエスの贖いの犠牲について考え始めたとき，はっと気づきました。エホバがそれまでずっとわたしのことを辛抱し，いろいろな形で愛を示してくださっていたのに，わたしはエホバに，「あなたの愛はわたしに及ぶほど大きくはありません。み子の犠牲はわたしを覆えるほどのものではありません」と言っていたのです。贖いをエホバに投げ返していたも同然でした。しかし，この贖いという贈り物について黙想することにより，今やついに，エホバに愛されていると感じられるようになりました。
どんな益を受けたか: 今のわたしは清く，生き生きとしており，健やかです。結婚生活もより良いものになりました。わたしは，自分の経験を生かして他の人たちを助けることができ，幸せです。エホバをますます身近に感じています。
「『祈りに対する答えだ』と思いました」。―セルゲイ･ボタンキン
生まれた年: 1974年
生まれた国: ロシア
かつては: ヘビーメタルに熱中していた
過去の歩み: わたしはボトキンスクで生まれました。そこは，有名な作曲家ピョートル･イリッチ･チャイコフスキーの出生地です。わたしの家族は，貧しい暮らしをしていました。父は多くの良い特質を持っていましたが，アルコール依存症でした。そのため，家庭内にいつも緊張した雰囲気がありました。
学生時代のわたしは，あまり優秀ではなく，月日がたつうちに劣等感を持つようになりました。自分の殻に閉じこもって，他の人々に不信感












^ ***ijwex 記事 7 受刑者たちから学んだ人***
受刑者たちから学んだ人
エリトリア出身のある男性は，2011年に難民としてノルウェーに移住しました。その後，エホバの証人の訪問を受けた際に，故郷で証人たちに会ったことがあると言いました。彼はエリトリアで軍に所属していた時，信仰ゆえに投獄されたエホバの証人がどんなにひどい扱いを受けても，入隊させる圧力に抵抗している様子を見ていたのです。
しかし状況が急変し，男性自身も刑務所に入れられました。彼はそこで3人のエホバの証人と出会います。信仰ゆえに1994年から投獄されているパウロス･イーヤス，ネゲデ･テクレマリヤム，イーサク･モゴスです。
証人たちが聖書の基準に従って生活している様子を，この男性は目にしました。彼によれば，証人たちは正直で，他の受刑者と食べ物を分け合うことさえありました。毎日一緒に聖書を勉強し，他の人々も加わるよう誘っていました。信仰を捨てるという趣旨の書面に署名するなら釈放すると言われても，その申し出を断っていました。
刑務所での経験は，この誠実な男性に深い印象を残しました。彼はノルウェーに移住した後，エホバの証人が強い信仰を持っている理由を知りたいと思いました。それで証人たちに会った時，すぐに聖書研究に応じ，集会にも出席し始めました。
男性は2018年9月にバプテスマを受け，エホバの証人になりました。現在，あらゆる機会を活用してエリトリアやスーダンから来た人々と連絡を取り，聖書を学んで強い信仰を育むよう励ましています。
​​​​​​​



^ ***ijwyp 記事 74 燃え尽きないために***
若い人は尋ねる
燃え尽きないために
燃え尽きてしまいそうですか。もしそうなら，この記事をぜひご覧ください。
なぜそうなるか
なぜ問題か
できること
若者のコメント
なぜそうなるか
● 働き過ぎ。ジュリーという若い女性はこう言います。「生活のあらゆる分野で，より良い成果を出し，自分を磨き，さらなる高みを目指してもっと頑張るよう求められます。そうしたプレッシャーに絶えずさらされるのは半端なことではありません」。
● テクノロジー。スマートフォンやタブレットなどによって，常に“オンライン”であることが当然になり，“オフ”の時間がなくなりました。その結果ストレスがたまり，やがて燃え尽きる恐れがあります。
● 睡眠不足。「若者の多くは学校，バイト，遊びのはざまで，朝早く起きて夜遅くまで眠らないという泥沼に陥っています」と，ミランダという若い女性は言います。そうした生活パターンは燃え尽きにつながることが少なくありません。
なぜ問題か
聖書は，勤勉であることを称賛しています。（箴言 6:6–8。ローマ 12:11）とはいえ，健康を含め，生活全般に悪影響が及ぶほど働くことは勧めていません。
「やらなければいけないことが多すぎて，気づいたら，丸1日何も食べていなかったこともあります。健康を犠牲にしてまで，何でもかんでも引き受けるのは良くない，ということが分かりました」。アシュレー
それで，聖書は，「生きている犬は死んだライオンよりもましだ」と述べています。（伝道の書 9:4）無理をすることで，少なくともしばらくの間は，自分にライオンのような力があると思えるかもしれません。しかし，燃え尽きると，健康に大きな害が及びます。
できること
● ノーと言う勇気を持つ。聖書には，「知恵は，慎みある者たちと共にある」とあります。（箴言 11:2）慎みがあれば，自分の限界を認め，自分にできる以上のことは引き受けません。
「燃え尽きる危険性が高いのは，ノーと言えない人，頼まれたことは何でも引き受けようとする人です。それは慎みがある行動とは言えません。そして，遅かれ早かれ，燃え尽きることになります」。ジョーダン
● 十分な休息を取る。聖書は，「一握りの憩いは，二握りの骨折りと風を追うことに勝る」と述べています。（伝道の書 4:6）睡眠は「脳のエネルギー源」と言われています。10代の若者は1日に8時間から10時間眠る必要がありますが，それだけの時間を取っている人はほとんどいません。
「スケジュールがカオスだった時，睡眠を削ることがよくありました。でも，睡眠を1時間でも延ばせれば，次の日のやる気や元気が全然違うんです」。ブルックリン
● 計画的に行動する。聖書はこう述べています。「勤勉な者の計画は必ず益をもたら[す]」。（箴言 21:5）自分の時間やエネルギーを上手に配分できるのは，生涯にわたって役立つスキルです。
「スケジュール表を使えば，不要なストレスを回避できます。スケジュールを自分の目で実際に見ると，どこを調整すれば燃え尽きずに済むかが分かりやすくなります」。バネッサ
若者のコメント
「もっとお金を稼ごうとして燃え尽きてしまう人がいます。でも，テモテ第一 6章8節は，基本的な生活必需品で満足するよう勧めています。生活をシンプルにして，必要でない物のために働き過ぎないようにしなければいけないと思います」。ジャンナ
「1週間の計画を立てることがとっても役に立ちます。それまでは，自分にできる以上のことを引き受けていました。ストレスがたまるだけで，結局そんなに多くは達成できませんでした」。ウェイロン
「お誘いは全部受けないと後悔することになる，と思うかもしれません。でも，その反対だということが分かりました。十分な休息が取れれば，もっとハッピーでいられて，もっと元気でいられます」。カーラ
​​​​​​​​​
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